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学
校
生
活
に

　
　

夢
ふ
く
ら
ま
せ
て



 　

町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
４
月
６
日
に
入

学
式
が
行
わ
れ
、
小
学
校
で
は
１
４
３
名
が
、

中
学
校
で
は
１
７
６
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い

門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
御
木
沢
小
学
校
の
入
学
式
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

御
木
沢
小
学
校
で
は
、
新
入
生
12
名
を
迎
え

て
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
、
担
任
の
先
生
か
ら
新
入
生
の

名
前
が
一
人
ひ
と
り
呼
ば
れ
る
と
、
新
入
生
は

大
き
な
声
で
返
事
を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
渡
部
栄
城
校
長
が
、「
御
木
沢
小

学
校
で
は
、
運
動
会
、
遠
足
、
ふ
れ
あ
い
発
表

会
な
ど
楽
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

や
さ
し
い
先
生
方
、
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
た

ち
と
一
緒
に
勉
強
や
運
動
が
た
く
さ
ん
で
き

ま
す
。
国
語
や
算
数
も
お
勉
強
で
す
が
、
元
気
良
く
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
一
生
懸
命

お
掃
除
を
し
た
り
、
友
達
と
仲
良
く
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
お
勉
強
で
す
。
こ
れ
か
ら
、

毎
日
元
気
良
く
御
木
沢
小
学
校
に
来
て
く
だ
さ
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、渡
部
校
長
は
、新
入
生
を
代
表
し
て
伊
藤
充
宏
君
に
教
科
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
入
学
祝
品
と
し
て
、
御
木
沢
小
学
校
か
ら
は
紅
白
帽
子
が
、
交
通
安
全
協
会

御
木
沢
分
会
か
ら
は
黄
色
い
帽
子
が
、
御
木
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
ノ
ー
ト
が
、
新

入
生
を
代
表
し
て
、
影
山
瑞
樹
さ
ん
、
小
出
桃
香
さ
ん
、
国
分
遥
大
君
に
そ
れ
ぞ
れ
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
在
校
生
を
代
表
し
て
、
６
年
生
の
荒
田
華
さ
ん
が
「
私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
が

入
学
し
て
く
る
こ
と
を
ず
っ
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
御
木
沢
小
学
校
に
は
、
春

の
運
動
会
、
夏
の
水
泳
、
冬
の
凧
揚
げ
大
会
な
ど
、
楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
早
く
御
木
沢
小
学
校
に
慣
れ
、
楽
し
い
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
に
は
、
教
室
に
戻
り
、
担
任
の
先
生
か
ら
新
入
生
一
人
ひ
と
り
に
教
科
書
、

帽
子
な
ど
が
渡
さ
れ
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
夢
を
ふ
く

ら
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
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見
ど
こ
ろ
❹ 

富
岡
町
と
葛
尾
村
の
郷
土
芸
能

　

三
春
町
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
富
岡
町
と

葛
尾
村
の
郷
土
芸
能
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
演
舞
の
た
め
に
、
遠
く
か
ら
も
お

越
し
い
た
だ
き
ま
す
。

3

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
町
民
の
皆
さ
ん
や
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
元
気
を
届

け
る
こ
と
を
目
的
に
、
三
春
春
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

三
春
町
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
富
岡
町
や
葛
尾
村
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
会
場
周
辺
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
通
行
の
際
に
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆ 

日
時　
５
月
５
日
（
土
・
こ
ど
も
の
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　

 
※ 
雨
天
の
場
合
は
、
６
日
（
日
）
に
順
延

◆ 

場
所　

中
心
市
街
地

だ
さ
いス

ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆ 

午
前
10
時
15
分　

出
陣
式

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
春
小
学
校
校
庭
）

◆ 

午
前
11
時　

時
代
行
列
（
三
春
町
役
場

　

↓
お
ま
つ
り
道
路
（
大
町
）
↓
荒
町
↓
切

　

通
し
↓
国
道
２
８
８
号
（
北
町
）
↓
三
春

　

交
流
館
「
ま
ほ
ら
」）

見
ど
こ
ろ
❶ 

時
代
行
列

　

歴
史
あ
る
三
春
町
の
各
時
代
の
風
俗
と

文
物
を
再
現
し
、
時
代
絵
巻
と
し
て
中
心

市
街
地
を
練
り
歩
き
ま
す
。

◆ 

午
後
１
時　

合
戦
・
演
舞　
（
大
町
四
ツ
角
）

交
通
規
制

　

会
場
周
辺
は
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

３
時
30
分
ま
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

車
で
お
越
し
の
際
は
、
運
動
公
園
駐
車
場

（
貝
山
地
内
）
ま
た
は
三
春
病
院
駐
車
場
（
六

升
蒔
地
内
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
駐
車
場

か
ら
会
場
ま
で
は
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

町
営
バ
ス
路
線
の
変
更

　

三
春
春
ま
つ
り
開
催
に
伴
い
、
町
営
バ
ス

さ
く
ら
号
を
運
行
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で
の
時
間
帯
は
、
お
ま
つ
り
道
路
な
ど
が
通

行
止
め
に
な
り
ま
す
の
で
、
清
水
発
着
が
三
春

病
院
お
よ
び
中
央
大
町
発
着
に
変
更
と
な
り
ま

す
。お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

（
☎
62-

２
１
４
７
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆ 

午
後
１
時
45
分　

郷
土
芸
能
競
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
大
町
四
ツ
角
）

○ 

葛
尾
村　

三
匹
獅
子

○ 

富
岡
町　

麓
山
神
社
御
神
楽
舞

○ 

三
春
町　

長
獅
子
（
荒
町
・
新
町
・
八

　

幡
町
）

見
ど
こ
ろ
❷ 

合
戦
模
様

　
「
風
雲 

三
春
城
下
の
戦
い
」
と
題
し
た

合
戦
の
模
様
が
再
現
さ
れ
ま
す
。
演
出
・

振
付
は
、
日
本
舞
踊 

飛
鳥
流
３
代
目
家
元

の
飛
鳥
左
近
さ
ん
で
す
。

見
ど
こ
ろ
❸ 

長
獅
子
の
競
演

　

三
春
町
に
伝
わ
る
３
つ
の
長
獅
子
が
一

堂
に
会
し
、
舞
を
披
露
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
長
獅
子
の
舞
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

案
内
図
お
よ
び
交
通
規
制
図
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平
成
24
年
度
の
６
地
区
の
交
流

館
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

地
区
交
流
館
は
、
各
地
区
の
生

涯
学
習
活
動
の
拠
点
で
す
。
交
流

の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
開
館
日
は
各
交
流
館
週

３
日
で
す
。
ご
利
用
の
際
は
ご
確

認
く
だ
さ
い
。　
　
　

 （
敬
称
略
）

浦山日出夫
沢石会館
☎ 62-8472

渡邉長義
要田交流館大平荘
☎ 62-6472

橋本清二
御木沢地区公民館
☎ 62-8471

真壁岩友
岩江センター

☎ 024-942-0092

滝波義久
中妻地区公民館
☎ 62-1181

村上一夫
中郷地区交流館
☎ 62-6125

お
世
話
に
な
り
ま
す

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
町
と
を
結
ぶ
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
方
々
で
す
。
町

へ
の
要
望
や
意
見
な
ど
は
区
長
さ
ん
へ
お
話
く
だ
さ
い
。　
　
（
敬
称
略
）

◆ 

三
春

　

村
上　

弘　
　
（
大
町
）

　

上
榁
信
三　
　
（
中
町
）

　

佐
藤
佳
亮　
　
（
八
幡
町
１
）

　

橋
本
奉
明　
　
（
八
幡
町
２
）

　

村
越
清
助　
　
（
八
幡
町
３
）

　

吉
田　

清　
　
（
荒
町
上
）

　

服
部
三
四
三　
（
荒
町
下
）

　

降
矢
通
英　
　
（
北
町
）

　

川
名　

清　
　
（
新
町
１
）

　

橋
本
征
雄　
　
（
新
町
２
）

　

大
津　

茂　
　
（
八
島
台
１
）

　

鈴
木　

功　
　
（
八
島
台
２
）

　

鈴
木
矩
男　
　
（
八
島
台
３
）

◆ 

沢
石

　

佐
久
間
藤
人　
（
実
沢･

青
石
）

　

遠
藤
重
一　
　
（
富
沢
）

◆ 

要
田

　

齊
藤
金
治　
　
（
熊
耳
）

　

橋
本
久
一　
　
（
南
成
田
）

　

大
内
政
満　
　
（
北
成
田
）

　

佐
藤　

忠　
　
（
庄
司
）

◆ 

御
木
沢

　

中
尾
茂
一　
　
（
元
町
）

　

平
澤
孝
夫　
　
（
栄
町
）

　

飯　

武
一　
　
（
平
沢
１
）

　

伊
藤　

満　
　
（
平
沢
２
）

　

三
瓶
長
治　
　
（
御
祭
３
）

　

橋
本
幸
代　
　
（
御
祭
４
）

　

国
分
喜
一　
　
（
七
草
木
）

◆ 

岩
江

　

新
田
佳
利　
　
（
山
田
）

　

内
藤　

公　
　
（
上
舞
木
）

　

伊
丹
勇
次
郎　
（
下
舞
木
１
）

　

橋
本
光
正　
　
（
下
舞
木
２
）

　

桑
原
定
男　
　
（
下
舞
木
３
）

　

田
中
清
美　
　
（
下
舞
木
４
）

◆ 

中
妻

　

影
山
孝
教　
　
（
鷹
巣
）

　

過
足
長
貞　
　
（
斎
藤
）

　

山
村
謙
二　
　
（
沼
沢
）

　

滝
波
新
一　
　
（
西
方
）

◆ 

中
郷

　

小
松
茂
行　
　
（
滝
）

　

村
上
敏
男　
　
（
柴
原
）

　

武
田
次
夫　
　
（
込
木
）

　

村
上
正
幸　
　
（
芹
ケ
沢
）

　

山
崎
善
惠　
　
（
貝
山
）

　

新
田
善
一　
　
（
春
沢
）

　

三
本
木
善
一　
（
狐
田
）

　

鈴
木
重
郎　
　
（
過
足
）

　

渡
邉
源
一　
　
（
根
本
）

　

白
岩
孝
雄　
　
（
樋
渡
）

　

村
上
喜
美
雄　
（
蛇
石
）

消
防
団
幹
部

　

明
る
く
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る

た
め
、
地
域
の
防
火
・
防
災
の

中
心
と
な
っ
て
い
た
だ
く
方
々
で

す
。　
　
　
　
　
　
　

 （
敬
称
略
）

◆ 

本　

部

　

団
長　
　
　

橋
本
善
次

　

副
団
長　
　

石
井
公
義

　

分
団
長　
　

赤
井
幸
夫

　

分
団
長　
　

村
上
輝
男

◆ 

三
春
分
団

　

分
団
長　
　

小
松　

功

　

副
分
団
長　

神　
　

晃

◆ 

沢
石
分
団

　

分
団
長　
　

佐
久
間
信
夫

　

副
分
団
長　

佐
久
間
島
宏

◆ 

要
田
分
団

　

分
団
長　
　

橋
本　

勝

　

副
分
団
長　

榎
本
英
基

◆ 

御
木
沢
分
団

　

分
団
長　
　

菅
野
清
和

　

副
分
団
長　

小
山　

博

◆ 

岩
江
分
団

　

分
団
長　
　

細
川
正
和

　

副
分
団
長　

小
林　

学

◆ 

中
妻
分
団

　

分
団
長　
　

上
石
直
樹

　

副
分
団
長　

今
泉
進
一

◆ 

中
郷
分
団

　

分
団
長　
　

黒
羽
政
美

　

副
分
団
長　

村
上
正
弘

地
区
交
流
館
長

各
地
区
区
長

　

地
区
交
流
館
は
、
地
方
自
治
法
お

よ
び
社
会
教
育
法
の
規
定
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

町
民
皆
さ
ん
の
教
養
の
向
上
、
生

活
文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
増
進

並
び
に
町
民
の
交
流
活
動
の
促
進
を

目
的
と
し
て
お
り
、
各
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
協
会
と
連
携
し
て
運
営
し
て

い
ま
す
。

　

地
区
交
流
館
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
左
記
の
地
区
交
流
館
ま
た

は
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」（
☎
62-

３
８
３
７
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。



「
三
春
の
歴
史
」
の
刊
行
と
歴
史
講
座
の
開
催

三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

新
委
員
が
就
任
し
ま
し
た

　

三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
新
し
い
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

委
員
一
同
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
、

公
平
・
公
正
な
選
挙
が
行
え
る
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▼ 

三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
構
成

▽ 

委
員
長　

橋
本
春
雄
氏
（
北
成
田
）

▽ 

委
員
長
職
務
代
理
者　

横
山
滋
氏
（
過
足
）

▽ 

委
員　

浦
山
日
出
夫
氏
（
実
沢
）

▽ 

委
員　

加
藤
康
子
氏
（
八
島
台
）

左から　橋本春雄委員長、横山滋委員長職務代理者、
　　　　浦山日出夫委員、加藤康子委員

▼ 

問　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
（
総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ
内
）

　
　
　

☎ 

62-

２
１
１
１

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
平
成
24
年
度
春
季
特
別
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

愛
姫
に
つ
い
て
は
、愛
用
の
赤
楽
茶
碗（
瑞
巌
寺
所
蔵
）

や
、
愛
姫
が
身
の
回
り
に
所
持
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る

夫
・
伊
達
政
宗
（
仙
台
市
博
物
館
所
蔵
）
や
父
・
田
村

清
顕
（
一
関
市
博
物
館
所
蔵
）
の
書
状
な
ど
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
の
秋
田
氏
に
つ
い
て
は
、
初
代
藩

主
俊
季
の
母
・
円
光
院
の
肖
像
画
（
高
乾
院
所
蔵
）
や

俊
季
夫
人
・
永
寿
院
、
４
代
藩
主
頼
季
夫
人
・
松
操
院

の
詠
歌
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
を
は
じ
め
、

貴
重
な
資
料
を
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
間　

５
月
20
日
（
日
）
ま
で　

※ 

５
月
７
日
（
月
）
と
14
日
（
月
）
は
休
館
日

▼ 

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
入
館
は
４
時
ま
で
）

▼ 

入
館
料　

一
般
・
大
学
生 

５
０
０
円
／ 

小
中
学
生
・
高
校
生
な
ど 

２
５
０
円

▼ 

問　

歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
62-

５
２
６
３

 
春
季
特
別
展
「
愛
姫
と
三
春
の
姫
君
」
開
催
中

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
三
春
町
の
わ
か
り
や
す
い
歴
史
の
概

説
書
と
し
て
「
れ
き
み
ん
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
② 

三
春
の
歴
史
」
を

刊
行
し
ま
し
た
。
原
始
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
三
春
に
つ
い
て
、

時
代
を
追
っ
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
冊
子
で
す
。
価
格
は

５
０
０
円
で
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
資
料
館
歴
史
講
座
「
三
春
の
歴
史
概
説
」

を
開
催
し
ま
す
。「
れ
き
み
ん
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
を
教
材
と
し
て

高
校
生
以
上
を
対
象
に
、
毎
月
１
回
、
計
８
回
の
講
座
と
な
り
ま

す
。
三
春
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
講
座
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

第
１
回
講
座
日
時　

５
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館
研
修
室

▼ 

費
用　

教
材
代 

５
０
０
円 

※ 

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

▼ 

申
込
期
限　

５
月
20
日
（
日
）

▼ 

申
込
・
問　

歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
62-

５
２
６
３

５
月
１
日
（
火
）
か
ら
31
日
（
木
）
ま
で
「
福

島
さ
わ
や
か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、
定
例
相
談
を
、
毎

月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
相
談

委
員
は
、
年
間
を
通
し
て
自
宅
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　

５
月
8
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
〜
12
時

▼ 

場
所　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
南
町)

　

総
務
省
で
は
、
三
春
町
を
担
当
す
る
行
政
相

談
委
員
と
し
て
、次
の
方
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
す

る
も
の
で
、
役
所
（
国
・
県
・
市
町
村
）
の
仕

事
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕

事
に
つ
い
て
の
皆
さ
ん
の
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
役
所
な
ど
と
の
間
に

立
っ
て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
よ
う
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

▼ 

問　

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

▼ 

三
春
町
の
行
政
相
談
員

長谷川ミサ子さん
（八島台）
☎ 62-6107

鴫原 稔さん
（尼ヶ谷）
☎ 62-3582

福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談

　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　
　
（
５
月
１
日
〜
31
日
）

れきみんブックレット② 三春の歴史 開催中の春季特別展
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◆ 

基
本
目
標

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
災
し
た
東
日
本
大
震
災
、
原
子

力
発
電
所
事
故
は
、
国
民
生
活
や
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
と
と
も
に
、
防
災
対
策
の
強
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な

ど
新
た
な
課
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
東
北
財
務
局
が
公
表
し
た
経
済
報
告

に
よ
る
と
「
県
内
経
済
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、

厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
上
向
き
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。」

と
し
て
お
り
、
そ
の
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
為
替
レ
ー
ト
・

株
価
の
変
動
な
ど
に
よ
っ
て
は
景
気
が
下
振
れ
す
る
リ
ス
ク

が
存
在
し
、
ま
た
、
デ
フ
レ
の
影
響
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
懸

念
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
や
昨
今
の
急
激
な
円
の

動
き
に
よ
る
企
業
業
績
の
悪
化
、
町
民
所
得
の
低
下
、
消
費

の
減
速
も
懸
念
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
本
町
の
歳
入
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
確
実
な
見
通
し
を
持
つ
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

一
方
、
年
金
や
医
療
、
介
護
な
ど
、
社
会
保
障
制
度
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
保
障

と
負
担
な
ど
の
具
体
的
内
容
や
財
政
面
の
安
定
性
な
ど
、
制
度
の
あ
り
方
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
将
来
像
が
描
き
に
く
く
、
社
会
全
体

を
覆
う
閉
塞
感
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、
本
町
は
防
災
対
策
の
強
化
や
放
射
能
対
策
な
ど
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
町
民
生

活
に
密
着
し
た
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
将
来
に
希
望
を
持
て
る
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
「
町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
」
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
内
部
努
力
に
よ
り
、「
強
い
財
政
基
盤
」
を
確
立

す
る
と
と
も
に
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
も
と
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
施
策
を
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
従
来
に
も
増
し
て
知
恵
と
工
夫
を
最
大
限

に
発
揮
し
、
町
民
の
皆
様
と
恊
働
の
観
点
か
ら
連
携
に
努
め
、
町
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
図
り
、

町
民
の
方
々
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平成25年４月開校予定の新三春中学校完成イメージ

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
町営バス事業特別会計
放射性物質対策特別会計
病院事業会計
水道事業会計
下水道事業等会計
宅地造成事業会計

69億8,346万円
20億6,439万円
1億6,622万円
13億6,094万円

1,570万円
25億3,150万円

9,629万円
5億7,581万円
5億3,780万円
2億4,504万円

145億7,715万円

66億2,910万円
20億   922万円
1億5,997万円
14億   765万円

1,584万円
2,774万円
9,129万円

5億7,925万円
5億9,550万円
2億3,931万円

117億5,487万円

5.3％
2.7％
3.9％

△   3.3％
△   0.9％
9,025.8％
5.5％

△   0.6％
 △   9.7％
   2.4％
24.0％

一　般　会　計
会　計　名 平成24年度 平成23年度 対前年比

特
別
会
計

企
業
会
計

総　　　　　計

◆ 

会
計
別
予
算
規
模

▼ 

予
算
総
額

　

予
算
総
額
は
、
１
４
５
億
７
、７
１
５
万

円
と
な
り
、
平
成
23
年
度
と
比
較
す
る
と

28
億
２
、２
２
８
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

増
減
率 

24
㌫
増

▼ 

一
般
会
計
の
予
算
規
模

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
に
つ
い
て
は
、

69
億
８
、３
４
６
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

23
年
度
と
比
較
す
る
と
３
億
５
、４
３
６
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

増
減
率 

５
・
３
㌫
増

0

10

20

30

40

50

60

70

80

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度平成23年度

66億2,910万円
69億8,346万円

75億1,589万円 75億9,988万円

65億1,360万円

億円

　

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
を
主
な
財
源
と

し
て
、
福
祉
や
教
育
、
道
路
や
公
園
の
整
備

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
仕
事
を
行
う
た

め
の
会
計
で
す
。
多
く
の
事
業
や
サ
ー
ビ
ス

は
、
こ
の
一
般
会
計
で
行
っ
て
い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計
と
は

　

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
て
、
地

方
公
共
団
体
が
経
営
す
る
病
院
や
水
道
事
業

の
よ
う
に
、
そ
の
事
業
収
入
に
よ
り
経
営
を

行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
会
計
で
す
。

一
般
会
計
と
は

特
別
会
計
と
は

　

国
民
健
康
保
険
や
町
営
バ
ス
の
よ
う
に
、

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定
の
収
入
に
よ

り
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

一
般
会
計
と
区
分
し
て
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

▼ 

会
計
別
予
算
規
模

※ 

平
成
23
年
度
放
射
性
物
質
対
策
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
２
月

補
正
予
算
を
計
上
。

▼ 

一
般
会
計
予
算
総
額
の
推
移
（
５
か
年
）

平
成
24
年
度
三
春
町
の
当
初
予
算

平
成
24
年
度
三
春
町
の
基
本
目
標
と
予
算
規
模
に
つ
い
て

三
春
町
の
今
年
の
予
算

6

三春町の今年の予算



一般会計
歳入総額

69億8,346万円
（100.0％）

自主財源
24億5,603万円
（35.2％）

町税
14億5,804万円
（20.9％）

分担金及び負担金
4,441万円
（0.6％）

使用料及び手数料
1億1,355万円
（1,6％）
寄附金

1万円（0.0％）

財産収入
2,335万円（0.3％）

繰入金
5億6,899万円
（8.1％）

繰越金
6,000万円
（0.9％）諸収入

1億8.768万円
（2.7％）

地方交付税
23億4,573万円
（33.6％）

依存財源
45億2,743万円
（64.8％）

国庫支出金
7億2,128万円
（10.3％）

県支出金
3億6,271万円
（5.2％）地方譲与税

1億2,257万円（1.8％）

町債
7億9,750万円
（11.4％）

地方特例交付金
556万円（0.1％）

株式等譲渡所得割交付金
45万円（0.0％）
配当割交付金

155万円（0.0％）
利子割交付金

403万円（0.1％）

交通安全対策特別交付金
231万円（0.0％）

自動車取得税交付金
2,152万円（0.3％）

地方消費税交付金
1億4,222万円（2.0％）

一般会計
歳出総額

69億8,346万円
（100.0％）

義務的経費
29億1,666万円
（41.8％）

人件費
12億6,270万円
（18.1％）

公債費
9億622万円
（13.0％）

扶助費
7億4,773万円
（10.7％）

単独事業費
2億1,829万円
（3.1％）

投資的経費
12億8,086万円
（18.3％）

補助費等
9億4,722万円
（13.6％）

繰出金
6億627万円
（8.7％）

投資・出資・貸付金
1億1,082万円
（1.6％）

維持補修費
9,033万円
（1.3％）

補助事業費
10億6,256万円
（15.2％）

物件費
9億6,865万円
（13.9％）

災害復旧費
1万円
（0.0％）

積立金
4,266万円
（0.6％）

予備費
2,000万円
（0.3％）

その他の経費
27億8,595万円
（39.9％）

◆ 自主財源
　町が自ら収入することが
できるお金です。町税や施
設の使用料、窓口の手数料
などをいいます。
◆ 依存財源
　国や県から交付されるお
金や借金です。地方交付税
や補助金、町債などをいい
ます。

借
入
金
（
町
債
）
の
額
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
末
の
借
入
金
残
高
は
、
87
億
６
７
２
万
円
と
な
る
見
込
み
で
、
建
設
事
業
債

の
残
高
は
59
億
９
、７
６
６
万
円
、
財
源
対
策
債
の
残
高
は
27
億
９
０
６
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
財
源
対
策
債
の
残
高
に
つ
い
て
は
交
付
税
（
臨
時
財
政
対
策
債
返
済
金
）
と
し
て

措
置
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
会
計
（
水
道
・
下
水
道
）
に
も
41
億
３
、３
０
８
万
円
の
借
入
金
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
体
の
借
金
は
、
地
方
債
や
起
債
と
呼
ば

れ
、
町
の
場
合
は
町
債
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
の
予
算
に
は
、
そ
の
年
度
に
使
う

お
金
は
、
そ
の
年
度
に
得
る
収
入
（
町
税
や

地
方
交
付
税
）
で
ま
か
な
う
こ
と
を
基
本
と

し
た「
会
計
年
度
独
立
の
原
則
」が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
年
度
で
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
税
金
や
地
方
交
付
税
な

ど
だ
け
で
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
施
設

の
建
設
な
ど
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
す
。
ま

た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
よ
う
な
施

設
の
建
設
費
を
そ
の
年
度
に
住
ん
で
い
る
住

民
の
方
だ
け
が
負
担
す
る
よ
り
も
、
そ
の
施

設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
将
来
の
住
民

の
方
も
借
金
を
返
済
す
る
形
で
少
ず
つ
負
担

す
る
と
の
考
え
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
治
体
に
も
借
入
金
を
起
こ
せ

る
「
起
債
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
後
に
負
担
が
増
え
る
た
め
、
や

み
く
も
に
借
り
入
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、

返
済
金
の
一
部
が
後
の
地
方
交
付
税
で
返
っ

て
く
る
よ
う
な
も
の
を
中
心
に
慎
重
な
借
り

入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

★ 使われるお金
393,301円

★ 負担する町税
 　　82,115円

※ 人口 17,756 人で算出
（平成 24年 4月 1日現在
 三春町現住人口）

◆ 義務的経費
　歳出のうち、その支出が義務づけられ任意に節減できな
い経費をいいます。極めて硬直性の強い経費です。一般に、
人件費、扶助費および公債費の合計をいいます。家計に例
えると、家賃や高熱水費、ローンの返済などに似ています。
必ず支払わなければならない経費です。
◆ 投資的経費
　歳出のうち、その支出が資本形成に向けられるものをい
います。一般に、普通建設事業費、災害復旧事業費および
失業対策事業費の合計をいいます。 家計に例えると、家や
車庫を建てるためのお金に似ています。

義務的経費
投資的経費

自主財源
依存財源

歳入歳出

町
債
と
は

0

20

40

60

80

100

120

140

160

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H22H21

87.07

135.75
132.23 128.23

122.26 114.73
108.36 102.63

90.00
96.19

年度

億円 財源対策債
建設事業債

85.22

H23 H24

▼ 

借
入
金
残
高
の
推
移
（
一
般
会
計
）

三春町の今年の予算

　

借
入
金
残
高
は
、
平
成
14
年
度
末
の

１
３
５
億
７
、５
５
７
万
円
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
、
８
年
間
で
45
億
７
、５
６
５
万
円
減

と
な
り
ま
し
た
が
、
台
風
災
害
や
学
校
建
設

に
係
る
借
入
れ
に
よ
り
、
平
成
23
・
24
年
度

で
の
残
高
は
横
ば
い
と
な
る
見
込
み
で
す
。
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三春町の今年の予算

平
成
24
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

中
学
校
再
編
な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み

重
点
施
策

■ 

新
三
春
中
学
校
建
設
事
業

○ 

予　

算　

９
億
１
、０
５
８
万
円

○ 

主
管
課　

教
育
課 

施
設
整
備
班

　

平
成
25
年
４
月
開
校
を
目
指
し
、
新
三
春

中
学
校
の
建
設
工
事
を
完
了
さ
せ
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

新
三
春
中
学
校
建
設
工
事
監
理
業
務
委
託 

２
７
３
万
円

▽ 

新
三
春
中
学
校
建
設
工
事 

７
億
９
、２
２
３
万
円

▽ 

新
三
春
中
学
校
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
ー
導
入 

６
８
９
万
円

▽ 

調
理
機
器
購
入
費 

７
、１
７
３
万
円

▽ 

備
品
家
具
購
入
費 

３
、７
０
０
万
円

継

…
今
年
度
新
た
に
行
わ
れ
る
新
規
事
業
で
す
。

…
昨
年
度
に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
継
続
事
業
で
す
。

■ 

中
学
校
再
編
計
画
費

○ 

予　

算　

６
、９
８
２
万
円

○ 

主
管
課　

教
育
課 

施
設
整
備
班

　

開
校
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、
開
校
準

備
委
員
会
や
各
部
会
の
運
営
に
取
り
組
み
、

事
業
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

閉
校
準
備
費 　
　
　
　
　

 

２
０
０
万
円

▽ 

引
越
業
務
の
委
託　
　
　

  

３
４
６
万
円

▽ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
購
入 

６
、４
３
６
万
円

継

新三春中学校完成イメージ

◎ 

放
射
性
物
質
対
策
特
別
会
計

　

 

放
射
性
物
質
の
測
定

○ 

予　

算　

１
、９
２
６
万
円

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

放
射
線
量
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
事
業 

３
０
４
万
円

▽ 

食
品
等
放
射
能
測
定
事
業 

８
３
５
万
円

▽ 

農
地
土
壌
放
射
性
物
質
検
査
事
業 

２
１
０
万
円

▽ 

井
戸
水
、
プ
ー
ル
等
水
質
検
査
事
業 

５
７
７
万
円

▽ 

三
春
の
里
田
園
生
活
館
農
産
物
加
工
施
設
工
事 

１
０
０
万
円

　
　
（
放
射
性
物
質
測
定
施
設
）

施
策
１

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る

除
染
等
対
策
に
関
す
る
取
り
組
み

　

 

農
業
系
汚
染
廃
棄
物
の
対
策

○ 

予　

算　

７
７
６
万
円

○ 

主
管
課　

産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

畜
産
農
家
に
保
管
さ
れ
て
い
る
堆
肥
や
ワ

ラ
な
ど
を
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
収
集
し
て
堆
肥

化
し
、
仮
置
場
を
整
備
し
て
保
管
し
ま
す
。

　

  

除
染
事
業

○ 

予　

算　

15
億
８
、７
６
０
万
円

　

三
春
町
除
染
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
次
の

除
染
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

住
宅
等
除
染
事
業 

７
億
７
、３
９
３
万
円

▽ 

農
地
除
染
事
業 

３
億
３
、１
６
９
万
円

▽ 

道
路
等
除
染
事
業 

１
億
１
、７
３
１
万
円

▽ 

教
育
施
設
除
染
事
業 

１
億
７
、８
９
１
万
円

▽ 

生
涯
学
習
施
設
除
染
事
業 

１
億
１
、７
３
１
万
円

▽ 

木
質
系
破
砕
機
購
入 

５
、５
０
０
万
円

　
 

仮
置
場
の
設
置
・
管
理

○ 
予　

算　

８
億
６
、３
９
１
万
円

○ 

主
管
課　

住
民
課 

放
射
能
除
染
対
策
班

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

仮
置
場
設
置
事
業 

８
億
６
、１
０
０
万
円

▽ 

仮
置
場
管
理
費 　
　
　
　

  

２
９
１
万
円

新

２

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
に

　
　
　
　
　
　

関
す
る
取
り
組
み

重
点
施
策
３

　

 

児
童
手
当
支
給
事
業

○ 

予　

算　

３
億
１
、９
０
２
万
円

○ 

主
管
課　

保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

児
童
手
当
と
し
て
、

　

３
歳
未
満
１
人　
　
　

 

１
５
、０
０
０
円

　

小
学
校
終
了
前
は

　
　
　

１
子
、
２
子
１
人 

１
０
、０
０
０
円

　
　
　

３
子
以
降 　
　
　

１
５
、０
０
０
円

　

中
学
生
１
人　
　
　
　

 

１
０
、０
０
０
円

を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
制
限
以
上
は
、
中
学
校
修
了

前
ま
で
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
、
月
額
５
、

０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

■ 

す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
応
援
事
業

○ 

予　

算　

９
０
６
万
円

○ 

主
管
課　

保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

育
児
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
紙
お
む
つ
、
粉
ミ
ル
ク
、
ベ
ビ
ー
フ
ー

ド
商
品
を
購
入
で
き
る
助
成
券
（
出
生
時
と

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
と
き
に
、
そ
れ
ぞ

れ
３
０
、０
０
０
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

継

　

  
若
者
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

○ 
予　

算　

56
万
円

○ 

主
管
課　

総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　

三
春
町
と
商
工
会
青
年
部
な
ど
に
よ
り
構

成
さ
れ
て
い
る
実
行
委
員
会
が
主
体
と
な

り
、
若
者
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
事

業
（
ラ
ブ
ラ
ブ
・
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

を
開
催
し
ま
す
。

継

継■ 

子
育
て
支
援
助
成
金
事
業

○ 

予　

算　

７
８
８
万
円

○ 

主
管
課　

保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
３
人
以
上
養
育
し

て
い
る
世
帯
の
第
３
子
以
降
の
乳
幼
児
（
０

歳
〜
就
学
前
）
を
対
象
に
、
在
宅
ま
た
は
町

立
以
外
の
保
育
所
・
幼
稚
園
に
入
園
し
て
い

る
場
合
（
多
子
世
帯
保
育
料
負
担
軽
減
補
助

金
分
を
除
く
）
に
、助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

継■ 

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業

○ 

予　

算　

５
、９
３
３
万
円

○ 

主
管
課　

保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

子
育
て
に
係
る
負
担
の
軽
減
と
子
ど
も
の

健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
中
学
３
年

生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
と
し
ま
す
。

継

継新継 重
点

継

除染作業のようす

新
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三春町の今年の予算

町
有
施
設
の
修
繕
等
に
関
す
る
取
り
組
み

重
点
施
策
４

■ 
町
営
住
宅
運
営
管
理
事
業

○ 
予　

算　

１
、５
０
５
万
円

○ 
主
管
課　

建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　

町
営
住
宅
の
居
住
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、
次
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

駅
南
ヶ
丘
団
地
給
水
設
備
改
修
工
事 

７
８
７
万
円

▽ 

八
雲
団
地
給
水
設
備
改
修
工
事 

２
６
２
万
円

▽ 

八
雲
団
地
１
・
２
号
棟
屋
根
改
修
工
事 
４
５
６
万
円

新

■ 

多
子
世
帯
保
育
料
無
料
化
事
業

○ 

主
管
課　

教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
３
人
以
上
養
育
し

て
い
る
世
帯
の
、３
番
目
以
降
の
乳
幼
児
が
、

町
立
の
保
育
所
、
幼
稚
園
に
入
園
し
て
い
る

場
合
、
保
育
料
を
無
料
に
し
ま
す
。

継 ■ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

○ 

予　

算　

88
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 
健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

み
は
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
利
用
料
の
２
分
の
１
を
町
が
助
成
し
ま
す
。

継 ■ 

妊
婦
健
康
診
査
事
業

○ 
予　

算　

１
、２
３
１
万
円

○ 
主
管
課　
保
健
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

す
べ
て
の
妊
婦
に
対
し
て
、
14
回
ま
で
の

健
診
費
用
を
公
費
負
担
し
ま
す
。

継■ 

出
産
育
児
一
時
金

○ 

予　

算　

１
、２
６
０
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

　

国
保
の
被
保
険
者
が
出
産
し
た
場
合
、

39
万
円
を
支
給
し
、
産
科
医
療
補
償
制
度
加

入
医
療
機
関
で
出
産
の
場
合
は
３
万
円
上
乗

せ
し
ま
す
。

継■ 

多
子
世
帯
保
育
料
負
担
軽
減
事
業

○ 

予　

算　

48
万
円

○ 

主
管
課　

教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
３
人
以
上
養
育
し

て
い
る
世
帯
の
、
３
番
目
以
降
で
３
歳
未
満

の
乳
幼
児
が
、
町
立
以
外
の
保
育
所
に
入
所

し
て
い
る
場
合
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

継■ 

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

○ 

予　

算　

６
４
１
万
円

○ 

主
管
課　

教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　

私
立
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
園
児
の
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

継

■ 

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ほ
ら
っ
子
教
室
）

○ 

予　

算　

９
１
３
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

小
学
校
単
位
に
開
催
し
、
地
区
民
の
協
力

を
得
て
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
を
確
保
し
、
地
域
の
実
情
や
特
色

を
生
か
し
た
体
験
活
動
、
交
流
な
ど
の
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

継■ 

親
育
て
・
子
育
て
学
び
ふ
れ
あ
い
事
業

○ 

予　

算　

38
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

子
ど
も
を
持
つ
親
が
、
子
ど
も
と
の
接
し

方
、
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
の
支
援
の
仕
方

な
ど
を
習
得
し
、
良
好
な
家
族
関
係
の
形
成

を
目
指
し
ま
す
。

継■ 

御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

○ 

予　

算　

４
５
６
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課 

児
童
生
活
セ
ン
タ
ー

　

４
月
か
ら
御
木
沢
小
学
校
体
育
館
に
児
童

ク
ラ
ブ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

新

■ 

公
共
施
設
整
備
検
討
事
業

○ 

予　

算　

25
万
円

○ 

主
管
課　
財
務
課 

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ

　

役
場
庁
舎
・
旧
公
民
館
・
図
書
館
の
整
備

方
針
や
廃
校
と
な
る
中
学
校
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
、
町
民
代
表
に
よ
る
委
員
会
で
検
討

を
進
め
ま
す
。

継■ 

役
場
受
変
電
設
備
移
設
工
事

○ 

予　

算　

４
６
０
万
円

○ 

主
管
課　
財
務
課 

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ

　

桜
川
改
修
工
事
に
関
連
し
、
役
場
受
変
電

設
備
を
移
設
し
ま
す
。

新

■ 

三
春
小
学
校
耐
震
補
強

　
　
　
　

大
規
模
改
造
工
事
設
計
業
務
委
託

○ 

予　

算　

１
、４
７
８
万
円

○ 

主
管
課　
教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

三
春
小
学
校
の
耐
震
補
強
、
大
規
模
改
造

工
事
に
取
り
組
む
た
め
、
設
計
業
務
を
委
託

し
ま
す
。

新■ 

小
学
校
管
理
事
業

○ 

予　

算　

２
、０
３
４
万
円

○ 

主
管
課　

教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

安
全
・
安
心
な
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
、
施

設
の
維
持
管
理
、
児
童
の
健
康
管
理
な
ど
に
対
応

し
ま
す
。
主
な
修
繕
工
事
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

岩
江
小
昇
降
機
設
置
工
事 

３
１
０
万
円

▽ 

御
木
沢
小
屋
外
プ
ー
ル
改
修
工
事 

９
０
０
万
円

▽ 

御
木
沢
小
浄
化
槽
改
修
工
事 

３
８
５
万
円

▽ 

御
木
沢
小
ト
イ
レ
改
修
工
事 

２
６
０
万
円

▽ 

中
郷
小
ト
イ
レ
改
修
工
事 

５
２
万
円

▽ 

三
春
小
冷
房
設
備
設
置
工
事 

１
２
７
万
円

新■ 

中
郷
地
区
交
流
館
増
築
設
計
事
業

○ 

予　

算　

１
５
０
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課 

交
流
館
グ
ル
ー
プ

　

中
郷
地
区
交
流
館
は
会
議
室
が
狭
く
、
地

域
で
の
活
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
た

め
、
増
築
の
た
め
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

新■ 

岩
江
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
設
置
工
事

○ 

予　

算　

90
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課 

交
流
館
グ
ル
ー
プ

　

岩
江
児
童
ク
ラ
ブ
開
催
場
所
の
、
岩
江
セ
ン

タ
ー
１
階
ホ
ー
ル
に
、エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

新■ 

石
綿
管
布
設
替
工
事

○ 

予　

算　

２
、０
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

御
免
町
、
沼
ノ
倉
団
地
内
の
石
綿
管
の
布

設
替
え
を
行
い
ま
す
。

継

第２保育所一般開放のようす

旧公民館
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■ 

震
災
復
興
祈
念
事
業

○ 

予　

算　

１
４
０
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　

町
出
身
画
家
、
漫
画
家
、
作
家
な
ど
が
一

堂
に
会
し
、
町
の
復
興
を
祈
念
す
る
イ
ベ
ン

ト
（
作
品
展
示
、
講
演
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
）
を
開
催
し
ま
す
。

新

■ 

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
推
進

○ 

予　

算　

２
５
１
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

水
稲
の
生
産
調
整
を
柱
と
し
た
戸
別
所
得

補
償
制
度
を
推
進
し
、
農
業
経
営
の
支
援
を

行
う
た
め
、
農
業
者
へ
の
周
知
や
加
入
申
請

な
ど
の
事
務
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

継

2011 三春ウオークのようす

昨年参加した東京都目黒区での昭和通りまつり
　

 

中
小
企
業
金
融
対
策
事
業

○ 

予　

算　

１
、９
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

商
工
グ
ル
ー
プ

　

中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
運

産
業
振
興
に
よ
る

地
域
活
性
化
に
関
す
る
取
り
組
み

重
点
施
策
５

■ 

地
域
交
流
事
業

○ 

予　

算　

１
５
４
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　

東
京
都
目
黒
区
な
ど
と
、
合
宿
受
入
れ
・

区
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
・
産
直
野
菜
の
出
店

な
ど
に
よ
り
、
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

継■ 

葉
た
ば
こ
か
ら
の
作
目
転
換
補
助
金

○ 

予　

算　

12
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

葉
た
ば
こ
か
ら
ピ
ー
マ
ン
栽
培
へ
転
換
す

る
農
家
に
対
し
、
Ｊ
Ａ
た
む
ら
と
と
も
に
資

材
購
入
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

新

■ 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
推
進

○ 

予　

算　

７
、３
６
７
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

中
山
間
地
域
で
の
農
業
が
担
う
役
割
を
維

持
す
る
た
め
、
集
落
が
共
同
で
取
り
組
む
26

協
定
地
区
を
支
援
し
、
良
好
な
農
村
環
境
の

保
全
を
図
り
ま
す
。

継■ 
企
業
の
農
業
参
入
支
援
と
遊
休
農
地
の
解
消

○ 
予　

算　

27
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

農
地
の
利
用
集
積
と
遊
休
農
地
の
解
消
を

図
る
た
め
、
企
業
の
農
業
参
入
を
支
援
し
ま

す
。

継■ 

畜
産
振
興
事
業

○ 

予　

算　

１
８
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

良
質
牛
の
生
産
に
努
め
農
業
経
営
の
安
定

に
資
す
る
た
め
、
優
良
基
礎
雌
牛
導
入
、
乳

牛
増
頭
事
業
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

継■ 

も
み
じ
山
整
備
事
業

○ 

予　

算　

57
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

秋
の
三
春
の
彩
り
を
創
造
す
る
た
め
、
遊

歩
道
の
整
備
な
ど
を
促
進
し
ま
す
。

継

■ 

企
業
誘
致
奨
励
金

○ 

予　

算　

７
３
６
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

商
工
グ
ル
ー
プ

　

田
村
西
部
工
業
団
地
に
立
地
し
た
２
企
業

に
対
し
、
町
工
場
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
き

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

継■ 

三
春
桜
ま
つ
り
の
開
催

○ 

予　

算　

２
５
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

観
光
グ
ル
ー
プ

　

４
月
21
日
開
催
の
三
春
桜
ま
つ
り
（
三
春

滝
桜
観
光
大
使 

歌
の
共
演
）
開
催
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

新■ 

三
春
春
ま
つ
り
の
開
催

○ 

予　

算　

６
５
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

観
光
グ
ル
ー
プ

　

５
月
５
日
開
催
の
三
春
春
ま
つ
り
（
時
代

行
列
・
郷
土
芸
能
競
演
）
開
催
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

新■ 

三
春
秋
ま
つ
り
の
開
催

○ 

予　

算　

２
５
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

商
工
グ
ル
ー
プ

　

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た

め
、
11
月
の
三
春
秋
ま
つ
り
開
催
に
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。

継■ 
三
春
ウ
ォ
ー
ク
開
催
支
援

○ 
予　

算　

80
万
円

○ 
主
管
課　
産
業
課 

観
光
グ
ル
ー
プ

　

年
間
を
通
し
て
訪
ね
た
く
な
る
地
域
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
三
春
ウ
ォ
ー
ク
を
共
同

開
催
し
ま
す
。

継

　

 

滝
桜
臨
時
駐
車
場
指
定
管
理
業
務
委
託

○ 

予　

算　

４
、８
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

観
光
グ
ル
ー
プ

　

滝
桜
開
花
時
の
観
光
対
策
に
関
す
る
業
務

を
、
三
春
町
観
光
協
会
に
委
託
し
ま
す
。

継

継

三春町の今年の予算

転
資
金
な
ど
の
資
金
需
要
に
対
応
し
た
融
資

制
度
の
運
用
と
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

 　

滝
桜
遊
歩
道
舗
装
・
階
段
整
備
工
事

○ 

予　

算　

７
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

観
光
グ
ル
ー
プ

　

滝
桜
を
周
遊
す
る
遊
歩
道
の
舗
装
打
替
え

工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

継■ 

町
内
名
木
等
保
護
保
存
事
業

○ 

予　

算　

50
万
円

○ 

主
管
課　
産
業
課 

観
光
グ
ル
ー
プ

　

町
内
に
あ
る
名
木
な
ど
の
台
帳
を
整
備

し
、
ま
た
保
護
・
保
存
に
取
り
組
む
場
合
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

継
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【
参
考
】

● 

国
や
県
の
事
業
の
推
進
（
建
設
課
）

　

国
や
県
事
業
の
早
期
完
成
を
目
指
し
て
、

事
業
を
支
援
し
ま
す
。

◇ 

桜
川
改
修
事
業

◇ 

国
道
２
８
８
号
三
春
西
バ
イ
パ
ス
事
業

◇ 

県
道
須
賀
川
三
春
線
道
路
改
良
事
業

　
（
雁
木
田
地
内
）

◇ 
県
道
飯
野
三
春
石
川
線
道
路
改
良
事
業

　
（
新
町
地
内
）

◇ 

県
道
本
宮
常
葉
線
道
路
改
良
工
事

　
（
実
沢
地
内
）

◇ 

新
三
春
中
学
校
開
校
に
伴
う
通
学
路
の

　

整
備
に
つ
い
て
も
県
へ
整
備
の
要
望
を
し

　

ま
す
。

町
民
の
健
康
増
進
と
福
祉
施
策
の
充

実
に
関
す
る
取
り
組
み

重
点
施
策
７

■ 

障
が
い
者
福
祉
事
業

○ 

予　

算　

２
億
６
、８
６
９
万
円

○ 

主
管
課　

保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
や
居
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

よ
っ
て
障
が
い
者
を
支
援
し
、
安
心
・
安
全

な
生
活
の
確
保
と
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

継■ 

老
人
福
祉
施
設
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）　

　

入
所
措
置
事
業

○ 

予　

算　

４
、９
８
６
万
円

○ 

主
管
課　

保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
の
経
費
負
担
を

図
り
ま
す
。

継

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　

生
活
環
境
創
造
に
関
す
る
取
り
組
み

重
点
施
策
６

■ 

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

○ 

予　

算　

２
４
５
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　

危
険
箇
所
を
調
査
し
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

購
入
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
区
画
線
設
置
な
ど

の
工
事
を
行
い
ま
す
。

継■ 

防
犯
灯
設
置
事
業

○ 

予　

算　

４
８
９
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　

新
中
学
校
開
校
に
関
連
す
る
通
学
路
な
ど

に
重
点
を
お
い
て
、
防
犯
灯
新
設
46
基
、
維

持
65
基
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

継■ 

東
日
本
大
震
災
被
災
住
宅
修
繕
費
助
成
事
業

○ 

予　

算　

７
、０
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　

震
災
で
被
害
を
受
け
た
一
部
損
壊
住
宅
の

修
繕
工
事
費（
10
万
円
以
上
の
工
事
が
対
象
）

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
補
助
率
は
３
分
の

１
で
上
限
は
20
万
円
。

継■ 

住
宅
等
災
害
復
旧
資
金
利
子
補
給
事
業

○ 

予　

算　

81
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　

災
害
に
よ
り
住
宅
な
ど
に
被
害
を
受
け
た

方
が
、
復
旧
の
た
め
金
融
機
関
か
ら
資
金
を

借
り
入
れ
た
際
の
利
子
分
を
補
給
し
ま
す
。

継

■ 
防
災
基
盤
整
備
事
業

○ 

予　

算　

１
、３
０
０
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　

町
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
防
火
水

槽
２
基（
深
田
和 
無
蓋
、新
中
学
校 

地
下
式
）

を
新
設
し
ま
す
。

新

■ 

消
防
施
設
整
備
事
業

○ 

予　

算　

５
９
１
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　

消
防
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
防
火
水
槽

修
繕
、
消
防
施
設
修
繕
、
消
防
用
資
機
材
購

入
な
ど
を
行
い
ま
す
。

継

■ 

消
防
防
災
通
信
基
盤
整
備
事
業

○ 

予　

算　

２
億
１
４
４
万
円

　
　
　
　
　
（
平
成
23
年
度
繰
越
事
業
）

○ 

主
管
課　
総
務
課 

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　

ア
ナ
ロ
グ
形
式
の
防
災
行
政
無
線
を
デ
ジ

タ
ル
化
に
し
ま
す
。

新

 　

幹
線
道
路
整
備
事
業

○ 

予　

算　

５
、５
４
２
万
円

○ 

主
管
課　

建
設
課 

建
設
グ
ル
ー
プ

　

安
全
・
安
心
な
道
路
整
備
を
促
進
す
る
た

め
、
次
の
路
線
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

四
反
田
富
沢
線
道
路
改
良
工
事 

２
、０
１
０
万
円

▽ 

太
田
線
道
路
改
良
工
事 

３
、５
３
２
万
円

 　

道
路
改
良
事
業

○ 

予　

算　

６
、４
９
３
万
円

○ 

主
管
課　

建
設
課 

建
設
グ
ル
ー
プ

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

下
舞
木
岩
本
線
ほ
か
道
路
改
良
工
事 

２
、０
０
２
万
円

▽ 

清
水
永
作
線
道
路
改
良
工
事 

３
、９
９
１
万
円

▽ 

桜
ヶ
丘
１
号
線
道
路
改
良
工
事 

５
０
０
万
円

■ 

中
心
市
街
地
再
生
整
備
事
業

○ 

予　

算　

６
、４
９
３
万
円

○ 

主
管
課　

建
設
課 

都
市
グ
ル
ー
プ

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
に
よ

り
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
お
城
山
の
整
備

や
市
街
地
に
お
け
る
住
民
の
日
常
生
活
を
支

え
る
生
活
道
路
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

【
予
算
の
内
訳
】

▽ 

北
町
荒
町
線
改
良
工
事 

６
、５
０
０
万
円

▽ 

城
山
公
園
眺
望
確
保
修
景
事
業 

３
０
０
万
円

▽ 

桜
川
散
策
路
防
護
柵
設
置
工
事 

６
１
６
万
円

継

■ 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
育
成
事
業

○ 

予　

算　

２
０
９
万
円

○ 

主
管
課　

保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
人
材
不
足
を
解
消
す

る
た
め
、
そ
の
育
成
を
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
ま
す
。

継

三春町の今年の予算

昨年実施した防災訓練のようす

継

改修工事が進む桜川

継
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重
点
施
策
の
ほ
か
に
こ
ん
な
こ
と
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

▼ 

戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

○ 

予　

算　

１
、４
２
６
万
円

○ 

主
管
課　

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　

導
入
後
５
年
を
経
過
し
た
こ
と
か
ら
機

器
・
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
ま
す
。

▼ 

岩
江
小
灯
油
漏
え
い
対
策
事
業

○ 

予　

算　

15
万
円

○ 

主
管
課　

住
民
課 

生
活
環
グ
ル
ー
プ

　

岩
江
小
灯
油
漏
え
い
事
故
対
策
と
し
て
、

周
辺
井
戸
４
か
所
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
井
戸
５

か
所
の
測
定
検
査
を
継
続
し
ま
す
。

▼ 

三
春
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

○ 

予　

算　

１
９
５
万
円

○ 

主
管
課　
総
務
課 

庶
務
グ
ル
ー
プ

　

平
成
24
年
９
月
30
日
任
期
満
了
。
定
数
15

名
（
選
任
に
よ
る
委
員
５
名  

計
20
名
）
で

一
般
選
挙
を
行
い
ま
す
。

▼ 

新
三
春
中
学
校
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
工
事

○ 

予　

算　

２
４
４
万
円

○ 

主
管
課　

総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　

新
三
春
中
学
校
に
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
整

備
し
ま
す
。

▼ 

町
営
バ
ス
（
さ
く
ら
号
）
運
行
事
業

○ 

予　

算　

１
、５
７
０
万
円

○ 

主
管
課　

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

民
間
業
者
に
委
託
し
、
町
有
バ
ス
２
台
で

北
回
り
・
南
回
り
・
斎
藤
の
３
コ
ー
ス
を
運

行
し
ま
す
。

▼ 

景
観
活
動
費
補
助
金

○ 

予　

算　

１
０
０
万
円

○ 

主
管
課　

建
設
課 

都
市
グ
ル
ー
プ

　

歴
史
的
建
造
物
な
ど
の
保
存
・
修
繕
に
取

り
組
む
場
合
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼ 

教
師
用
指
導
書
購
入

○ 

予　

算　

５
０
７
万
円

○ 

主
管
課　

教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

中
学
校
教
科
書
の
改
訂
に
よ
り
、
教
師
用

指
導
書
を
購
入
し
ま
す
。

▼ 
給
食
施
設
管
理
運
営
事
業

○ 
予　

算　

６
、１
７
４
万
円

○ 
主
管
課　

教
育
課 

教
育
グ
ル
ー
プ

　

単
独
調
理
場
（
三
春
小
、
岩
江
小
、
御
木

沢
小
、
岩
江
中
）、
共
同
調
理
場
（
さ
く
ら
、

沢
石
）
の
運
営
に
関
す
る
経
費
で
、
調
理
員
人

件
費
お
よ
び
業
務
委
託
料
が
主
な
も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
年
度
よ
り
、
岩
江
小
・
岩
江
幼

稚
園
の
共
同
調
理
委
託
、
岩
江
中
の
調
理
委

託
を
実
施
し
ま
す
。

▼ 

第
一
保
育
所
修
繕
工
事

○ 

予　

算　

２
４
７
万
円

○ 

主
管
課　

教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　

屋
根
の
防
水
工
と
ト
イ
レ
の
洋
式
化
工
事

を
行
い
ま
す
。

▼ 

三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
築
10
年
記
念
事
業

○ 

予　

算　

６
１
０
万
円

○ 

主
管
課　
生
涯
学
習
課 

交
流
館
グ
ル
ー
プ

▽ 

６
月
23
日　

 

劇
団
わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ

　

カ
ル
「
お
も
ひ
で
ぽ
ろ
ぽ
ろ
」

▽ 

９
月
16
日　

 

東
誠
三
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・

　

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
全
曲
演
奏
会　

第
８
回　

　
（
最
終
回
）

▽ 

10
月
27
日　

小
松
亮
太
＆
ラ
ス
ト
・
タ

　

ン
ゴ
・
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
ズ

▽ 

11
月
12
日　

日
野
皓
正
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
▽ 

１
月
14
日　

 

「
ま
ほ
ら
」
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

　

コ
ン
サ
ー
ト　

２
０
１
３ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響

　

楽
団
響
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
室
内
楽

▼ 

文
化
財
震
災
復
興
事
業
交
付
金

○ 

予　

算　

１
０
０
万
円

○ 

主
管
課　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

被
害
の
あ
っ
た
未
指
定
な
が
ら
三
春
の
文

化
の
継
承
や
観
光
の
推
進
に
欠
か
せ
な
い
歴

史
的
な
遺
産
の
復
旧
に
助
成
し
ま
す
。

三春町の今年の予算

　

 

予
防
接
種
事
業

○ 

予　

算　

２
、８
５
３
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

【
主
な
予
算
の
内
訳
】

▽ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成 

１
、１
３
０
万
円

▽ 

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成 

４
８
６
万
円

▽ 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成  

４
６
０
万
円

▽ 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成 

７
７
７
万
円

■ 

成
人
健
康
診
査
（
住
民
健
診
）
事
業

○ 

予　

算　

２
、３
３
８
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

健
康
の
保
持
増
進
、
疾
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
結
び
つ
け
、
更
に
生
活
習
慣
の

改
善
を
促
進
す
る
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

継■ 

幼
児
歯
科
健
診
事
業

○ 

予　

算　

38
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

幼
児
の
虫
歯
保
有
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、

歯
科
健
診
に
お
い
て
フ
ッ
素
塗
付
事
業
を
導

入
し
ま
す
。

継

■ 

に
こ
に
こ
元
気
塾

○ 

予　

算　

１
、７
２
５
万
円

○ 

主
管
課　

保
健
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

各
地
区
集
会
施
設
で
、
通
所
型
介
護
予
防

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

継

■ 

小
児
甲
状
腺
対
応
超
音
波
検
査
機
器
の
購
入

◎ 

病
院
事
業
会
計

○ 

予　

算　

５
８
８
万
円

○ 

主
管
課　
保
健
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

三
春
病
院
に
機
器
を
整
備
し
、
18
歳
以
下

の
甲
状
腺
検
査
の
体
制
を
整
え
ま
す
。

新 ■ 

地
域
医
療
の
推
進

◎ 
病
院
事
業
会
計

○ 
予　

算　

１
８
６
万
円

○ 
主
管
課　
保
健
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

【
主
な
予
算
の
内
訳
】

▽ 

在
宅
当
番
医
制　
　
　
　

  

１
５
１
万
円

▽ 

放
射
線
画
像
モ
ニ
タ
ー
の
購
入  

35
万
円

新

昨年のにこにこ元気塾の活動のようす

プレトーク中の東誠三さん

継
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第5期計画
（24年度～26年度）

月額
年額

区分 第４期計画
（21年度～23年度） 増加額

3,185円
38,200円

4,405円
52,900円

1,220円
14,700円

　介護保険料は、３年ごとに町の介護サービス費用を推計し算出されます。
　第５期計画期間（平成 24年度から平成 26年度まで）においては、要介護認定者やサービス利用量の増加、新
たな施設整備、介護報酬改定などによる費用の増加が見込まれます。これらに伴う保険料の上昇を抑制するために
基金を充当するなどの措置を講じましたが、保険料が上昇することになりました。65歳以上の方の、平成 24年
度から平成 26年度までの保険料は次のとおりです。

 3 月９日～ 4月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々
（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
附
金

　

八
島
台
ゴ
ル
フ
愛
好
会

　

三
春
町
自
衛
隊
父
兄
協
力
会

▽
物
品

　

佐
久
間
文
夫
（
富
沢
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

日
赤
奉
仕
団
／
ひ
ま
わ
り
の
会
／
花
し

　

づ
く
（
郡
山
）
／
平
沢
な
か
よ
し
会
／

　

御
祭
む
つ
み
会
／
田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
／

　

上
野
ト
ク
（
平
沢
）
／
村
上
貞
子
（
八

　

島
台
）
／
石
塚
ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
）
／

　

橋
本
光
子
（
御
免
町
）
／
雨
宮
尚
子
（
大

　

町
）
／
渡
辺
え
み
こ
（
富
岡
仮
設
）
／

　

橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）
／
宗
像
文
子

　
（
船
引
）
／
中
山
二
三
子
（
沢
石
）

【
滝
桜
支
援
寄
附
金
】

▽ 

（
株
）
東
京
書
芸
館
（
東
京
都
）

【
一
般
寄
附
金
】

▽ 

磐
州
市
の
会

【
ふ
る
さ
と
納
税
】

▽ 

岩
崎　

宏
（
千
葉
県
）

▽ 

緒
方
郁
映
（
東
京
都
）

　各個人ごとの保険料の額は、住民税の課税状況などにより次のとおり区分されます。

介護保険料が変わります

　なお、保険料の納め方は、今までどおりです。

◆ 介護保険料基準額

◆ 介護保険料の額（平成24年度から平成26年度まで）

「
町
の
附
属
機
関
を

　
　
　
　

紹
介
し
ま
す
」
⑪

　

今
月
は
、
三
春
町
防
災
会
議
を
紹
介
し
ま

す
。

　

三
春
町
防
災
会
議
は
、
町
長
を
会
長
と
し

て
、三
春
ダ
ム
管
理
所
や
県
中
地
方
振
興
局
、

教
育
委
員
会
、
三
春
町
役
場
な
ど
の
公
的
機

関
、
消
防
団
お
よ
び
郡
山
地
方
広
域
消
防
組

合
、三
春
駅
や
東
北
電
力
な
ど
の
公
共
機
関
、

そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
機
関
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
組
織
は
、
三
春
町
に
か
か
る
防
災
に

関
し
、
防
災
上
重
要
な
施
設
の
管
理
者
の
処

理
す
べ
き
事
務
ま
た
は
業
務
を
包
括
す
る
も

の
で
、
主
な
所
掌
事
務
は
「
三
春
町
地
域
防

災
計
画
」
お
よ
び
「
三
春
町
水
防
計
画
」
を

作
成
し
、そ
の
実
施
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を

踏
ま
え
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
す
る

た
め
、今
年
３
月
に
防
災
会
議
を
開
催
し「
三

春
町
地
域
防
災
計
画
」
の
修
正
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
の
修
正
に
よ
り
、
身
近
な
組
織
で

あ
る
自
主
防
災
会
長
（
区
長
）
が
構
成
員
と

な
る
こ
と
、
地
区
災
害
対
策
本
部
の
設
置
に

関
す
る
こ
と
な
ど
が
追
加
さ
れ
、
災
害
時
の

迅
速
な
対
応
に
必
要
な
体
制
を
整
備
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
随
時
見
直
し
を
行
い
、
災
害
時

に
有
効
な
防
災
計
画
を
作
成
し
て
い
き
ま

す
。

▼ 

問　
総
務
課 
自
治
防
災
グ
ル
ー
プ 　

　
　
　

 

☎
62-

１
１
１
４

　
　
　
〜
三
春
町
防
災
会
議
〜



課等名・課長等名 グループ等名 施設長
グループ長等名 主な業務内容 電話番号

水道・宅造

影山明男

佐藤禎一

下水道

上水道、簡易水道、宅地造成 

公共下水道、合併処理浄化槽、農業集落排水

企業局
局長　増子伸一

教育課
次長兼課長
橋本良孝

62-2500

62-2500

学校教育

宮本久功

永山　晋

施設整備班

学校教育、就学事務・援助、保健、学校給食 

新三春中学校開校準備委員会運営、新三春中学校建設
事業、学校等施設整備、学校等再編計画 

62-6310

62-6310

第１保育所

増子房代

山木洋子

第２保育所

第１保育所の管理運営、幼児教育、保育業務

第２保育所の管理運営、幼児教育、保育業務 

62-3839

62-2748

鈴木静子北保育所 北保育所の管理運営、幼児教育、保育業務 62-4133

岩江幼稚園

渡辺好津子

藤田みさお

中郷幼稚園

岩江幼稚園の管理運営、幼児教育、保育業務

中郷幼稚園の管理運営、幼児教育、保育業務

024-956-2727

62-2875

生涯学習課
課長　遠藤弘子

生涯学習

佐久間孝夫

渡辺貞子

交流館

生涯学習の企画推進、国際交流 、地域で育つ子ども育成 

文化芸術活動の企画振興、交流館管理運営

62-3837

62-3837

藤井　康社会体育 社会体育事業の企画推進、社会体育施設の管理運営 62-3837

歴史民俗資料館

滝波広寿

松本正幸

町民図書館

資料館・人形館施設管理運営、文化財調査・保護

図書館管理運営、読書推進活動 

62-5263

62-3375

小池清美児童生活センター 児童生活センター管理運営、放課後の児童クラブ 62-8666

議会
事務局長　橋本清文 近内信二 議会、議事調査、議会報等の作成管理、監査（兼務） 62-8124

安部良明幼児教育 保育所入所、保育料、幼稚園就園、子育て支援 62-8119

事務局

総務課
町長室

公室

副町長

財務課住民課

産業課

建設課

会議室 教育課

議場

第四
委員会室

議
会
事
務
局

議
長
室

全
員
協
議
会
室

傍
聴
席

第
一
委
員
会
室

第
二
委
員
会
室

第
三
委
員
会
室

傍聴人入口

土
地
改
良
区

住民課
会
計
室

中央玄関
西玄関東玄関

夜
間
・
休
日
入
口

窓口

税務課

観光協会

役場内庁舎案内図

１F

２F

３F ４F

髙橋朋子（議会事務局／主事）、橋本和宜（教育課／主事）、佐久間佑樹（総務課／主事）、岩崎竜也（住民課／主事）、樽井美香（生涯学習課／副主事）、
高橋瑛梨奈（保健福祉課／副主事）、伊藤崇文（産業課／副技師）、服部佑亮（建設課／副技師）、千葉大知（保健福祉課／保健師）、三瓶美咲（建
設課／副主事）、下山田惠一（生涯学習課／主幹兼指導主事  福島県より派遣）、板谷美幸（保健福祉課／主査  社会福祉協議会より派遣）

原毅、橋本正亀、安部卯吉、榎本いく子、影山常光、大内馨、吉田功、大室文雄、佐久間悦子、斎藤広樹、町田洋巳

（４月１日付）

（3月 31日付）
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課等名・課長等名 グループ等名 施設長
グループ長等名 主な業務内容 電話番号

庶　務

自治防災

志賀清昭

鴫原健二

企画情報

菊田誠子

特別職秘書、職員事務、議会との連絡調整、各種式典、選挙
管理 （兼務）

情報公開、広報、統計調査、長期計画、電子情報化推進、少
子化対策

まちづくり協会、区長会、消防防災、交通安全、防犯、国民保護 

総務課
課長　佐久間收

財務課
課長　村上正義

62-2111

62-8125

62-1114

財務・改革

渡辺正朝

佐久間島宏

管理契約

財政全般、行財政改革推進、事務事業見直し  

財産運用管理、入札、契約 

62-2132

62-2132

住民課
課長　工藤浩之

住　民

遠藤信行

遠藤　晃

生活環境

戸籍、住民基本台帳、各種証明、国民年金、陳情要望、
外国人登録、行政相談、人権相談、消費者行政

循環型社会形成推進、ごみ・し尿処理、清掃センター運営
管理、町営墓地管理、狂犬病予防、バス事業

62-8126

62-2147

税務課
課長　佐久間幸久

課　税

荒井公秀

本間　徹

収　納

町民税・軽自動車税・国民健康保険税・後期高齢者医療
保険料・介護保険料・固定資産税の賦課 

町税などの収納、税証明

62-8127

62-2136

保健福祉課
課長　影山敏夫

福　祉

佐久間美代子

渡辺和子

健康づくり

障がい者・高齢者・児童福祉、介護保険、生活保護、福祉
団体支援、敬老園等管理運営 

健康づくり、病気予防対策、献血、乳幼児・母子保健、障
がい者保健、介護予防、健診、三春病院運営管理 

62-3166

62-5110

国馬　守国保医療 国民健康保険、後期高齢者医療保険、医療費助成、出産
一時金・葬祭費助成 、特定健診保健指導 62-3166

産業課
課長　新野徳秋

農　林

伊藤雄一

伊藤晴之

商　工

農林業的土地利用の推進、農業の担い手育成、農業・林業・
畜産振興、農作物災害対策、鳥獣保護、土地改良区支援

雇用労働対策、商工業振興、中心市街地活性化対策、企業誘致

62-2112

62-3960

山口　晋観　光 観光振興、滝桜観光対策、観光交流、観光物産振興、ばんと
うプラザ管理、観光協会・さくらの会支援 62-3960

建設課
課長　伊藤　朗

建　設

新野恭朗

大内広三

都　市

道路・橋梁・河川等整備、法定外公共物管理、生活道路整
備助成、農道・林道維持管理

都市計画、景観、公園・緑地、桜川河川改修事業

62-2115

62-2113

建　築 建築確認申請事務、住宅相談、町営住宅維持管理、定住促進住宅 62-2113

会計室
会計管理者兼室長
村田　浩憲

会　計 七海栄子 現金の出納管理 62-0330

農業委員会 農業委員会事務局 村上　茂 農地法、農業者年金 62-2112

影山清夫放射能除染対策班 除染計画策定・管理、除染対策事業、モニタリング調査、
仮置場管理 62-1122

渡邉貴宏

三春町役場行政組織機構図
平成 24年４月１日現在の職員配置などをお知らせします。

三春町役場行政組織機構図
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● 町内小中学校等・主な施設における環境放射線量測定値

○ 環境放射線量の測定は、地上高１ｍで計測しています。
○ No1 からNo18の教育施設は、６月 22日から８月 11日にかけて、校庭の表土除去を行いました。
○ JAたむら御木沢センターの 5月 23日は御木沢地区公民館の数値、過足集会所の 5月 23日は過足広場の数値、斎藤集会所の
　5月 23日は斎藤農村公園の数値、山田沫蕩神社駐車場の 5月 23日は山田配水池の数値となっています。
○ 御木沢地区公民館と斎藤農村公園は、7月 24日に表土除去が終了しています。
○ 現在は、５月測定時と比較して、すべての施設で低い数値となっています。

（単位：マイクロシーベルト／時間）

５月23日
0.58
0.78
0.50
1.05
1.18
0.61
0.39
0.59
0.90
0.65
1.23
0.63
0.66
0.50
0.95
1.11
0.36
0.69

（0.13）
（0.11）
（0.09）
（0.14）
（0.13）
（0.12）
（0.11）
（0.12）
（0.13）
（0.14）
（0.16）
（0.15）
（0.15）
（0.12）
（0.29）
（0.21）
（0.12）
（0.15）

3月21日 4月17日
1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
沢石中学校
要田中学校
岩江中学校
桜中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測　　　定　　　値

0.16
0.16
0.13
0.25
0.14
0.19
0.10
0.15
0.21
0.20
0.19
0.11
0.24
0.21
0.28
0.25
0.14
0.18

（0.10）
（0.09）
（0.12）
（0.12）
（0.11）
（0.08）
（0.11）
（0.10）
（0.10）
（0.11）
（0.13）
（0.11）
（0.10）
（0.11）
（0.21）
（0.16）
（0.10）
（0.13）

0.15
0.15
0.14
0.25
0.16
0.18
0.11
0.16
0.24
0.22
0.21
0.15
0.27
0.21
0.26
0.28
0.14
0.20

（0.10）
（0.08）
（0.13）
（0.11）
（0.11）
（0.09）
（0.11）
（0.10）
（0.11）
（0.12）
（0.13）
（0.11）
（0.10）
（0.10）
（0.20）
（0.14）
（0.11）
（0.14）

※ かっこ内は室内の数値

環
境
放
射
線
量
測
定
値
を

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

現
在
、
町
で
独
自
に
測
定
し
て
い
る
小
中
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
や
主
な
施
設
の
環
境

放
射
線
量
測
定
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

3月19日５月23日 4月18日
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測　　定　　値

1.30
1.12 
1.30
1.07 
0.85
0.52 
0.65 
0.41 
0.38 
0.59 
0.45 
0.54 
0.49
0.77 
1.33 
1.03
0.75 

0.80
0.65 
0.84
0.72 
0.48
0.28 
0.41 
0.34 
0.31 
0.26 
0.31 
0.40 
0.25
0.52 
0.79 
0.66
0.53 

0.75
0.66 
0.79
0.68 
0.45
0.25 
0.35 
0.27 
0.37 
0.25 
0.30 
0.35 
0.23
0.48 
0.70 
0.60
0.49 

　東日本大震災から 1年余りが過ぎ、三春町への義援金・支援金は、町民の皆さんをはじめ、町出身の方や町立
地企業、関係自治体など多くの方々からいただきました。ありがとうございました。
　いただきました義援金・支援金につきましては、次のとおり大切に使用させていただいております。
　平成 24年３月 31日現在での件数、金額です。
◆ 受入した件数・金額　247 件　37,064,247 円
◆ 使いみち 　◎ 見舞金（住宅が全壊、半壊となった方への見舞金） 2,468 万円
　　　　　　  ◎ 各地区自主防災会等への支援金（各地区自主防災会などの活動支援金） 181 万円
　　　　　　  ◎ 住宅等災害復旧資金利子補給金
　　　　　　　　（災害復旧のための借入を行おうとする方への利子補給金） 16 万円
　　　　　　  ◎ 放射線等測定備品購入費
　　　　　　　　（放射線測定装置（サーベイメータ）、食品放射線モニターなどの購入費） 852 万円
　　　　　　  ◎ 放射線検査委託費（農用地の土壌調査） 189 万円

 ●●● 三春町への義援金・支援金 皆様のご協力ありがとうございました ●●●
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◆ 

平
成
24
年
度
が
ス
タ
ー
ト

　

平
成
24
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
早
一
か

月
が
経
過
し
ま
し
た
。
９
日
の
入
学
式
を
は

じ
め
、
田
村
高
校
も
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
磐
越

東
線
の
復
旧
を
待
ち
の
ぞ
み
、
約
10
日
遅
れ

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
今
年
度
は
９
日
の

入
学
式
に
２
３
８
名
の
新
入
生
（
普
通
科

１
９
８
名
、
体
育
科
40
名
）
を
迎
え
、
全
校

生
７
４
７
名
で
平
成
24
年
度
の
第
一
歩
を
歩

み
出
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
学
校

づ
く
り
を
心
掛
け
、
諸
活
動
に
精
一
杯
全
力

投
球
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

離任式での離任者のあいさつ

　

年
度
末
の
人
事
異
動
で
、
退
職
、
異
動
さ

れ
た
先
生
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
ま
で
色
々
と
ご
指
導
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼ 

離
任
者　

▽ 

退
職
者　

　

下
重
庄
三
教
諭
（
国
士
舘
大
学
教
員
へ
）

　

野
中
敏
光
講
師

　

長
山
丞
講
師
（
和
歌
山
県
教
員
へ
）

　

小
林
壽
講
師

　

滝
田
千
夏
講
師

▽ 

転
出
者

　

廣
瀬
敬
彦
教
頭
（
県
企
画
調
整
部 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
へ
）

　

下
山
田
惠
一
教
諭（
三
春
町
教
育
委
員
会
へ
）

　

樫
村
俊
智
教
諭
（
安
積
高
校
へ
）

　

鈴
木
恒
夫
教
諭
（
郡
山
北
工
業
高
校
へ
）

　

中
山
尚
子
教
諭
（
葵
高
校
へ
）

　

筒
井
博
美
教
諭
（
相
馬
東
高
校
へ
）

　

野
田
由
美
子
寄
宿
舎
指
導
員（
平
養
護
学
校
へ
）

　

木
下
せ
つ
子
主
査（
三
春
土
木
事
務
所
へ
）

◆ 

３
月
30
日
に
は
離
任
式
を
開
催

担任に呼名される体育科の入学生

着任式であいさつする鈴木浩一校長

◆ 

４
月
10
日
に
対
面
式
を
開
催新入生を迎え代表であいさつする先﨑大朗生徒会長新入生を代表してあいさつする佐藤美穂さん

　

入
学
式
の
翌
日
、
生
徒
会
主
催
に
よ
る
新

入
生
と
在
校
生
と
の
対
面
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
お
互
い
の
代
表
者
が
あ
い
さ
つ
し
、

７
４
７
名
の
学
校
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

尾
形
幸
男
教
頭 （
県
企
画
調
整
部 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
よ
り
）

　

鈴
木
新
宏
教
諭 （
あ
さ
か
開
成
高
校
よ
り 

理
科
）

　

佐
藤
修
一
教
諭 （
い
わ
き
総
合
高
校
よ
り 

保
体
）

　

五
島
裕
美
教
諭 （
平
商
業
高
校
よ
り 

保
体
）

　

大
北
孝
教
諭 （
相
馬
東
高
校
よ
り 

美
術
）

　

田
中
幸
子
養
護
教
諭 （
郡
山
萌
世
高
校
よ
り
）

　

成
田
梓
寄
宿
舎
指
導
員 （
県
立
盲
学
校
よ
り
）

　

榊
原
育
美
副
主
査 （
県
中
地
方
振
興
局
よ
り
）

　

吉
田
隆
亮
講
師 （
光
南
高
校
よ
り 

保
体
）

　

遠
藤
康
明
講
師 （
新　

採　

用 

保
体
）

　

小
針
栄
美
講
師 （
小
野
高
校
よ
り 

地
歴
）

◆ 

着
任
者
紹
介

　

平
成
24
年
度
の
異
動
で
本
校
に
着
任
さ
れ

た
先
生
方
を
紹
介
し
ま
す
。
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　三春町内の保育所３所・幼稚園３園（私立幼稚園１園を含む）・小学校７校（要田小学校を含む）・中学校５校の
教育活動が本格的にスタートしました。
◎ 保育所・幼稚園の保育活動
　保育所や幼稚園の４月から５月にかけて行う主な保育活動のねらいは、所や園の生活に慣れるということです。
新しい生活のため、幼児には疲れが出やすい時期となりますので、保育所や幼稚園では幼児の健康管理に特に気を
配って保育を行っています。幼稚園では家庭訪問を行い、幼児の家庭での様子を保護者にお聞きし、保育活動に活
かすこともしています。
◎ 小学校の教育活動　
　昨年の小学校の運動会は室内で行ったり、秋に行ったりと放射線問題で変更を余儀なくされました。今年度はそ
んな心配もなく町内すべての小学校で５月実施の運動会に向けて４月から準備を始め、まもなく本格的な練習が開
始されます。その中で運動に親しむ態度を育てつつ、集団行動を身に付けたり連帯感を育てたりするように指導し
ています。
　５月 12日（土）には三春 ･岩江 ･御木沢 ･中妻 ･中郷・要田小学校の運動会が、19日（土）には沢石小学校
の運動会が盛大に行われる予定です。
◎ 中学校の教育活動
　小学校から進学した、176 名の新入生を加えた中学校は新学期も軌道
に乗ってきたところです。昨年度大幅に延期を余儀なくされた３年生の
修学旅行は、今年度は５校共に予定どおり４月中に無事終了しました。
　また、１･２年生の学習旅行が行われた中学校もあります。現在はそ
れらの教育活動で得た、連帯感や団結力を活かして中学校体育連盟の大
会へ向けて、生徒と教師が一丸となって力を合わせ、授業や部活動にが
んばっているところです。
　５月９日（水）には中体連田村支部の陸上大会が田村市陸上競技場で、
５月 29 日（火）・30 日（水）には中体連田村支部の総合体育大会が田
村地区各所で行われる予定です。

学び合う沢石中学校の生徒

学び方ガイダンスのようす

　

今
年
度
本
校
は
、
学
び
・
考
え
・
行
動
す
る
生
徒
の
育
成
を
重
点
に
教

育
を
進
め
て
い
ま
す
。「
行
動
す
る
」
と
は
、
ノ
ー
ト
へ
の
記
録
、
発
表
、

話
し
合
い
な
ど
の
表
現
活
動
や
校
内
・

地
域
の
行
事
で
活
動
す
る
こ
と
を
指

し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
行
動
す
る
」

に
つ
い
て
、
四
つ
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
学
び
方
」
を
学
ぶ
こ

と
で
す
。
年
度
は
じ
め
に
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
行
い
「
学
び
方
」
を
身
に
つ
け
、

年
間
の
学
習
に
結
び
付
け
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
ノ
ー
ト
作
り
で
す
。

掲
示
さ
れ
た
ノ
ー
ト
例
を
参
考
に
自

分
な
り
に
工
夫
し
て
ノ
ー
ト
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
授
業
中
の
学
び
合
い

で
す
。
他
人
の
考
え
方
か
ら
、
自
分
の

考
え
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
、
あ
る
い
は
全
く
違
う
考
え
を
生
み
だ
す
な
ど
の

学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

四
つ
目
が
、
ス
ピ
ー
チ
で
す
。

入
学
式
に
お
け
る
新
入
生
一
人
ひ

と
り
の
ス
ピ
ー
チ
か
ら
始
ま
り
、

卒
業
式
に
至
る
ま
で
、
自
分
の
考

え
を
述
べ
る
機
会
を
設
け
て
い
ま

す
。

         

　

沢
石
中
学
校
最
後
の
年
に
こ
れ

ら
を
通
し
て
、進
ん
で
学
び
・
考
え
・

行
動
で
き
る
生
徒
の
育
成
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

鎌倉への就学旅行（三春中学校）

〜 

我
が
校
の
特
色
あ
る
教
育 

〜
沢
石
中
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス



町立三春病院News町立三春病院News

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
年
度
４
月
１
日
か
ら
三
春
病
院
家
庭
医
療
科
に
赴

任
い
た
し
ま
し
た
高
澤
奈
緒
美
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
福
島
県
内
の
地
域
で
研
修
し
て
２
年
前
に
家
庭
医
療
専
門
医
を

取
得
し
、
医
師
と
し
て
は
９
年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、何
年
た
っ
て
も
新
し
い
環
境
で
の
診
療
は
緊
張
で
す
。

　

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
今
ま
で
か
か
っ
て
い
た
医
師
で
は
な
い
の

で
、
不
安
に
感
じ
る
部
分
が
大
い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
私
自
身
に

と
っ
て
も
、
三
春
と
い
う
地
域
の
こ
と
や
、
患
者
さ
ん
の
生
活
背
景
や

考
え
方
な
ど
い
ろ
い
ろ
知
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
私
が
言
う
の
も
な
ん
で
す
が
、
初
め
て
か
か
る
医
師
に
ど

う
接
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
時
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
か
？
私
自
身
も
病

院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
す
る
時
に
、
医
師
に
こ
ん
な
こ
と
聞
い
て
い

い
だ
ろ
う
か
、
何
と
言
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
と
心
配
に
な
る
の
で
す
。

　

だ
と
し
て
も
、
体
の
こ
と
で
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
話
を

し
て
み
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
問
題
が
そ
の
場
で
す
べ
て

解
決
で
き
な
い
に
し
て
も
、
後
で
調
べ
て
追
加
し
た
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
も
出
来
ま
す
し
、
何
を
不
安
に
思
っ
て
い
る
か
を
医
師
は
知
り
た

い
も
の
で
す
か
ら
。

　
一
度
に
た
く
さ
ん
の
問
題
を
相
談
す
る
時
間
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
今

ま
で
聞
く
に
聞
け
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
最
も
自
分
が
気
に
し
て
い

る
体
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
て
み
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
は
初
め
て
三
春
の
滝
桜
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
震
災
の
後
で
し

た
が
、
や
っ
ぱ
り
ふ
く
し
ま
は
美
し
い
な
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
早
く
三
春
の
地
域
に
慣
れ
て
町
民
の
み
な
さ
ま

と
元
気
に
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
【
三
春
町
立
三
春
病
院　

家
庭
医
療
科 

医
師　

高
澤
奈
緒
美
】

  三春町立三春病院
家庭医療科

医師 高澤奈緒美先生

★ 家庭医療科の診療に
　ついては、病院窓口へ
　おたずねください。

皐月・さつき（神に供える稲を植える月）
　桜の季節が終わる頃、山や町の色合いも変化してきます。淡いピンク色から新緑に移り変わり、田んぼには水
が入って稲を植える時期となります。木や花などの新しい芽吹きは若々しく、それは人も同じです。
　新入生・新社会人、人事異動などこの春から新しく環境が変わった方もたくさんいると思いますが、まだまだ若々しい芽
吹きとして周りに支えられつつもいつの日か大きく育ち、きっと大きな花を咲かせる時を楽しみにしていたいものですね。

※ 完全予約の診療科以外、予約なしでも受診できますが、待ち時間を少なくするため予約診療をお勧めしています。

内科・家庭医療科　新担当医ご案内
◆ 内科非常勤　西山 淳一先生（毎週金曜午前）
※ ３月まで第１・３・５金曜午前と午後でしたが、　
　４月以降毎週午前診療を行ってます。
◆ 内科非常勤　星総合病院循環器内科医師（毎週土曜午前）
※ ４月以降、循環器専門医師が診療しています。
◆ 家庭医療科非常勤　高澤 奈緒美先生
※ 毎週、月曜・水曜・木曜の午前、火曜午後の診療
　を担当しています。

外科 /乳腺・甲状腺外来（完全予約）
◆ 外科（乳腺・甲状腺）非常勤　野水整先生
※ 今後の診療担当曜日が下記のように変わります。
＜現在＞ ４月 ／５月
　　　　毎月第１金曜午後、第２木曜午前
＜今後＞ ６月以降
　　　　毎月第１金曜午前、第２水曜午前
　　　　他の医師については変更ありません。

　 粟野裕行
※ 井上みき
※ 高澤奈緒美
粟野裕行
管野寛昭

管野寛昭
※ 鵜飼友彦
渡辺直彦

※ 高澤奈緒美

　 渡辺直彦
　 丸山幸夫
※ 高澤奈緒美

福島医大医師

小野木太

佐久間威之

　篠原眞美

◇星総合病院医師（第２・４）

　渡辺　真
大内久子（第1・3）

星ヶ丘病院医師

鶴岡美果

◎ 吉田孝雄

○ 星美智子

内視鏡検査は予約制です。
（毎週水曜午前、第２・第４水曜午後）
※印は、家庭医療科医師です。
○印は、第４木曜日ペースメーカー専門外来となります。

◇乳腺・甲状腺専門（第２・第４木曜のみ）
□金曜は乳腺外来です。（完全予約制）

※ 家庭医

○水曜の診療は午後3時開始です。◎土曜の診療は隔週にて確認ください。

　岡部秀子

○ 星美智子

※ 家庭医

○ 鶴岡美果

※ 家庭医
※ 家庭医

　岡部秀子

　 管野寛昭
○ 渡辺直彦
※ 高澤奈緒美

 　丸山幸夫
※ 鵜飼友彦

※ 家庭医

　佐久間威之

鶴岡美果
鶴岡美果

　亀岡　浩
　我妻俊介

※ 家庭医

星総合病院医師

　丸山幸夫
○ 西山淳一
※ 鵜飼友彦

※ 井上みき

※ 家庭医
※ 家庭医

　渡辺　真

□ 野水整（第１）

　 渡辺直彦
星総合病院医師

※ 家庭医
○ 大内孝幸

福島医大医師

※印は、家庭医療科医師です。
○土曜の診療は午後3時開始です。

診療は完全予約制です。

○月曜の受付は午後３時30分終了です。
○第２月曜の診療は午後2時30分開始です。

○金曜診療午前10時30分から午後3時まで
（受付を早く終了する場合があります。）

◆ 受付時間　午前８時～ 11時 30分（診察時間：午前９時～）
　　　　　　 午後１時～４時（診療時間：午後２時～）
◆ 休診日　日曜日・祝日・第３木曜日・毎週木曜日午後・年末年始

●● 平成 24年度外来診療担当医をお知らせします ●●
※ 今後の診療体制や担当医が変わる場合は、　
　その都度、「広報みはる」の中でお知らせし
　ます。
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滝
桜
の
開
花
は
、
例
年
よ
り
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
艶
や
か
に
花
を
咲
か
せ
、
見
る
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、昨
年
震
災
の
影
響
で
中
止
し
た
「
臨
時
バ
ス
滝
桜
号
」「
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」

の
運
行
や
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
い
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
月
21
日
に
は
、
滝
桜
前
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
春
桜
ま
つ
り
で

は
、
三
春
滝
桜
観
光
大
使
で
あ
る
美
桜
か
な
子
さ
ん
と
瀬
口
侑
希
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
声
援
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
北
・
夢
の
桜
街
道
に
よ
る
美
し
い

桜
心
の
物
語
の
語
り
会
も
行
わ
れ
、
会
場
は
語

り
部
・
平
野
啓
子
さ
ん
の
紡
ぐ
世
界
に
引
き
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

田村消防署三春分署に配置された高規格救急車

　

救
急
要
請
が
増
加
す
る
中
、
住
民
の
安
全
・
安

心
を
守
る
と
と
も
に
、
救
命
率
の
向
上
や
救
急
業

務
の
高
度
化
を
図
る
た
め
、
高
規
格
救
急
車
が
３

月
28
日
に
Ｊ
Ａ
共
済
福
島
か
ら
寄
贈
さ
れ
、
田
村

消
防
署
三
春
分
署
へ
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
規
格
救
急
車
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

４
月
９
日
に
役
場
前
に
お
い
て
、
配
置
報
告
を

兼
ね
た
披
露
式
が
行
わ
れ
、
町
長
か
ら
「
高
規

格
車
の
配
置
は
三
春
町
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び

で
あ
り
、
救
命
救
急
士
２
名
も
新
た
に
配
属
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
的
確
な
救
急
処
置
が
行

え
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。」
と
激
励
後
、
高

規
格
救
急
車
内
の
装
備
機
能
の
説
明
や
、
三
春

分
署
救
急
隊
に
よ
る
「
救
急
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
訓
練
」
が
披
露
さ
れ
、
救
急
救
命
士
が
行
う

高
度
救
急
処
置
の
方
法
を
確
認
し
ま
し
た
。

宣誓書を読み上げる新入団員

　

平
成
24
年
度
の
三
春
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
が

４
月
２
日
に
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

初
め
に
３
月
末
で
退
団
す
る
団
員
へ
の
辞
令
交

付
が
行
わ
れ
、
次
に
４
月
か
ら
新
た
に
入
団
す
る

団
員
、
幹
部
に
昇
任
す
る
団
員
へ
の
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
退
団
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
長

年
、
地
域
の
要
と
し
て
消
防
に
専
念
し
て
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
入
団
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は
充
分
留
意
し
若
い
力

で
先
輩
団
員
と
共
に
地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め

ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
し
ま
す
。

滝桜の前で熱唱する美桜かな子さんお客さんと会話を楽しむ瀬口侑希さん
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滝桜をバックに語りを披露する平野啓子さん



　

今
や
世
界
で
活
躍
す
る
ド
イ
ツ
人
チ
ェ
ロ
演

奏
家
の
石
坂
団
十
郎
氏
と
、
そ
の
兄
で
あ
る
石

坂
清
人
氏
の
ピ
ア
ノ
に
よ
る
、
三
春
町
へ
の
災

害
復
興
と
音
楽
事
業
支
援
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

３
月
27
日
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

石
坂
団
十
郎
氏
は
、
日
本
で
の
ソ
ロ
・
リ
サ

イ
タ
ル
を
最
初
に
開
催
し
た
の
が
三
春
町
と
い

う
こ
と
で
、
三
春
町
民
の
親
切
な
お
も
て
な
し

や
、
こ
の
町
の
音
楽
事
業
を
支
え
る
人
た
ち
の

熱
意
に
感
動
し
、
三
春
町
を
大
変
に
気
に
入
ら

れ
、
そ
の
後
、
二
度
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
発
生
し
た
、
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
つ
い

て
は
、
三
春
町
を
非
常
に
案
じ
て
お
ら
れ
、
自

分
で
も
被
災
者
救
済
に
何
か
手
を
差
し
伸
べ
ら

れ
な
い
か
と
の
考
え
か
ら
、
ご
兄
弟
で
今
回
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
三
春
町
に
対
し
音
楽
事

業
へ
の
支
援
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
28
日
に
仙
台
市
、
29
日
に

は
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
事
業
収
入
も
三

春
町
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
十
郎
氏
が
一
緒
に
三
春
町
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
っ
た
ピ
ア
ノ
演
奏
家
の
マ
ル
ク

ス
・
シ
ル
マ
ー
氏
と
は
、
東
日
本
大
震
災
直
後

に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
、
こ
こ
で
集
め
た
義
援
金
は

日
本
赤
十
字
社
に
送
る
活
動
も
し
ま
し
た
。

　

頂
い
た
寄
付
金
は
、
趣
旨
に
よ
り
三
春
町
の

音
楽
事
業
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

クリーンアップ作戦参加者による記念撮影

　

４
月
７
日
、
本
格
的
な
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
「
さ

く
ら
の
里
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
が
、
さ
く
ら
湖

周
辺
の
向
山
森
林
公
園
や
さ
く
ら
の
公
園
、
も
み
じ

山
な
ど
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
は
、
さ
く

ら
湖
流
域
の
住
民

や
関
係
団
体
で
構

成
さ
れ
る
「
さ
く

ら
湖
流
域
協
働

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
白

岩
良
子
代
表
）」
主

催
で
行
わ
れ
、
約

１
７
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

石畑水生生物観察園での清掃のようす

　
「
カ
タ
ク
リ
の
里
」（
山
田
字
宮
田
地
内
）
で
は
、
薄
紫
色

の
花
が
斜
面
一
面
に
咲
き
競
い
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
山
田
カ
タ
ク
リ
愛
好
会
」（
影
山
晋
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
、

立
木
の
伐
採
や
下
草
刈
り
な
ど
の
保
護
活
動
を
続
け
、今
年
は
、

約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
斜
面
に
約
５
万
株
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

４
月
15
日
に
開
催
し
た
「
カ
タ
ク

リ
祭
り
」
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
が

訪
れ
、
遊
歩
道
を
散
策
し
な
が
ら
、

カ
タ
ク
リ
の
花
を
観
賞
し
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
休
憩
所
で
は
、

愛
好
会
の
皆
さ
ん
が
、
豚
汁
な
ど
を

振
る
舞
い
、
来
場
者
を
温
か
く
も
て

な
し
て
い
ま
し
た
。
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チェロを演奏する石坂団十郎さん（左）とピアノを演奏する兄 石坂清人さん（右）音楽事業支援金として寄付する石坂団十郎さん（左）と兄 石坂清人さん（中央）

薄紫色の花を咲かせたカタクリの群生地



　おかげさまを持ちまして、今年は三春交流館「まほら」開館 10年目となり
ました。三春町と三春交流館運営協会は、「まほらホール」から芸術発信のた
めに、初めてのジャンル「バンドネオン小松亮太によるタンゴ」や「世界的
なトランぺッター日野皓正」などを招聘するなど、町民の皆さんに喜んでい
ただけるような事業を展開して参ります。
　また、足かけ 5年にわたる「東誠三ベートーヴェン・ピアノソナタ全曲演
奏会（全 8回シリーズ）」もいよいよ最終回を迎えます。ライブ録音ＣＤも第
５集まで発売され、大変高い評価を得ています。今後も全集として、第 9集
まで作成されます。今年度もぜひ「まほらホール」へお越しください。

◯ 三春交流館「まほら」開館 10年記念事業
スタジオジブリ映画人気作、初のミュージカル化！ 
わらび座 ミュージカル「おもひでぽろぽろ」

第一回から連続ご来場者に、東誠三サイン入り
記念品を差し上げます。

主な施設の休館日

延長業務

22

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎62-3837

　震災以来、現代人の生き方や、自然に対する畏
敬の念など、いろいろなことを考える機会も多
かったのではないでしょうか？ 内容は、小学 5
年生にタイムスリップしたOLタエ子が憧れの田
舎で教えてもらったこととは何か？・・。スタジ
オジブリ作品のミュージカルなので、歌やダンス
もあり、お子様からご年配の方まで、ご家族で楽
しむことができます。三春町の小・中学校の皆さ
んには、すでにチラシをお配りしています。良い
お席はお早めにお買い求めください。

◆ 日時　６月 23日（土）
　　　　 午後５時 30分開場／午後６時開演
◆ 全席指定　一般 3,500 円／高校生以下 2,500 円　好評発売中！
※ 当日は各券 500 円増となります。チケット完売の場合、当日券はございま
　せん。



M-NAVI 交流館NEWS
◆◆◆ 5 月・６月のイベント情報 ◆◆◆

NPO法人東北青少年音楽コンクール福島予選会
5月
27日（日）

がんばろう！ふくしまレイモミハワイアンカーニバル
5月

 20日（日）

6月

　10日（日）

山口流篠笛 笛の会

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

★ 2012農業体験クラブ会員募集！
　農業を体験しながら、自分が育てた野菜を食べてみませんか？
　さくら湖自然観察ステーションと三春の里田園生活館では、農作業と収穫の喜びを体験していただくため、農業
体験クラブを開催します。
　このクラブは、三春の里周辺の畑を無償で貸し出し、自由に野菜作りを楽しんでもらうものです。
◆ 入会資格　① 団体作業（指導員付）　
　　　　　　　  次の年間スケジュールに参加できる方（年間 6回／土・日曜日の作業）
　　　　　　 ② 個人作業（希望があれば指導もいたします。）
　　　　　　　  自分である程度作業のできる方（畑の無償貸し出し・野菜苗実費）
◆ 年間スケジュール　５月／サツマ芋や野菜の植え付け、７月／ジャガ芋の収穫、８月／夏野菜の収穫・バーベキュー
　　　　　　　　　　  ９月／大根、白菜の植え付け、10月／サツマ芋の収穫、11月／秋野菜収穫・芋煮会
◆ 年会費　１世帯 500 円（連絡費として）※ バーベキュー・芋煮会は若干の実費をいただくことがあります。
◆ 募集人員　30世帯程度（個人での参加もできます。）　※ 定員になり次第締め切ります。
◆ 申込・問い合わせ先　さくら湖自然観察ステーション ☎ 61-1546　三春の里田園生活館 ☎ 62-8010

　春の天体を中心に観察を行います。
▶ 日　時　5 月 11 日（金）、19日（土）、25日（金）
　　　　  　午後７時～９時
　　　　 　※ 荒天中止（曇天・風雨・雷など）
▶ 場　所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　大人 200 円／子ども 100 円
▶ 講　師　本多憲光さん、影山博さん
※ 寒くない服装でお越しください。
▶ 問い合わせ先　自然観察ステーション　☎61-1546

星を見る会
自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

　さくら湖周辺で春の渡り鳥や植物・昆虫などの観察
を行います。
▶ 日　時　5 月 26 日（土）午前 10時～ 12時
　　　　 　※ 雨天中止
▶ 場　所　自然観察ステーション
▶ 参加料　無料
▶ 持参品　双眼鏡、活動しやすい服装
▶ 講　師　橋本充悦さん、武地優子さん、堀越正文さ
　ん、佐々木浩一さん
▶ 問い合わせ先　自然観察ステーション　☎61-1546

さくら湖周辺の自然観察会 　8月に三春町で開催予定の JAXA 宇宙学校の事前学
習として、JAXA 筑波宇宙センターとつくばエキスポ
センターのプラネタリムの見学に行きます。
▶ 日　時　６月 16日（土）午前７時～午後６時
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 参加料　大人 1,000 円／高校生以下 700 円
　　　　　※ 入場料を含む。
▶ 募集人員　40名
▶ 申込期限　５月 18日（金）
▶ 問い合わせ先　自然観察ステーション　☎61-1546

筑波宇宙センター見学ツアー

　午前７時 30 分ごろ太陽が月に隠されリング状に見
えます。ぜひご覧ください。
▶ 日　時　５月 21日（月）午前７時～９時
▶ 場　所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　無料
▶ 問い合わせ先　自然観察ステーション　☎61-1546

金環日食特別観察会
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　５月 21日（月）の朝、日本の太平洋側を中心に太陽が月に隠され、リング状
に見える金環日食を観察することができます。
　三春町で金環日食が見られるのは、212 年ぶりで、次回は 374 年後ですので、
お見逃しのないようにお願いします。

◎ 三春町で日食が見える時間
○ 日食の始まり　午前６時 22分
○ 日食の最大　　午前７時 38分（太陽の約 94％が欠けて見えます。）
○ 日食の終わり　午前９時６分
※ 金環日食が見える範囲は、「広報みはる３月号」をご覧ください。

　さくら湖自然観察ステーションの「星を見る会」の参加者にステーションオリジナル「日食メガネ」をプレゼ
ントします。（先着 300名）
▶ 問い合わせ先　三春交流館「まほら」☎62-3837

　普段太陽は、とてもまぶしく直視することはできません。金環日食のときも太陽の大部分が月に隠され、普段ほ
どまぶしくはありませんが、正しい方法で観察しないと目を傷めることがあります。

５月21日午前７時38分頃、
三春町で見える太陽

【
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
】

▼ 

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者
、
妊
婦

▼ 

日
時　

5
月
９
・
23
日
（
水
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

【
日
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

日
時　

５
月
13
日
（
日
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

【
木
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

対
象　

小
学
校
低
学
年

▼ 

日
時　
５
月
10
・
17
・
24
・
31
日（
木
）

　

 　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜
４
時

　

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で

は
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

　

今
年
の
標
語
は
『
君
と
未
来
を

つ
な
ぐ
本
』。

　

三
春
町
民
図
書
館
で
は
、
お
勧

め
の
こ
ど
も
の
本
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
心

に
栄
養
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

▼ 

問　

町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

● 市販の日食メガネやさくら湖自然観察ステーションで配付している日食メガネを使用して観察する。
● 正しい方法で減光した望遠鏡で観察する。
● ピンホールを利用する。（厚紙など、光を通さない薄いシートに小さな穴を開けて、日食中の太陽の光を当て
　ます。すると、穴を通って影の中に映った太陽の光が、欠けた太陽の形になっています。これは、ピンホール
　カメラの原理です。）

　太陽から来る光には目に見える光（可視光線）と目に見えない光（赤外線、紫外線など）が含まれています。
次に紹介する方法は、可視光線は減光しますが、赤外線や紫外線はほとんど減光しないため目を傷める可能性が
あり危険です。絶対にやらないでください。
◆ 使ってはいけないもの
　・普通のサングラスやゴーグル　・下敷き　・ガラス板にススなどを付けた物
　・減光対策をしていない望遠鏡や双眼鏡　・市販の日食メガネなどを使って望遠鏡などをのぞくこと

＜正しい観察のしかた＞

＜悪い観察のしかた＞

※ 詳しくは、国立天文台ホームページなどをご覧ください。
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※ 
ク
ラ
ブ
員
対
象
で
す
。

▼ 
日
時　

５
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

 
午
前
９
時
30
分
〜

▼ 

内
容　

お
り
が
み
バ
ッ
グ
作
り

　

と
年
間
活
動
計
画

▼ 

日
時　

５
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
〜

▼ 

内
容　

マ
リ
オ
ネ
ッ
ト

▼ 

対
象　

小
・
中
学
生
と
保
護
者

▼ 

申
込
期
限　

５
月
16
日
（
水
）

▼ 

指
導
者　

吉
川
久
三
さ
ん
、
本

　

田
久
子
さ
ん
、
堀
越
正
文
さ
ん

　

な
ど
、
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　

み
な
さ
ん

▼ 

申
込
・
問　

中
央
児
童
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

８
６
６
６

▼ 

日
時　

５
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
〜
11
時

▼ 

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　

身
長
体
重
測
定
が
で
き

　

ま
す
。
成
長
を
確
認
し
な
が
ら
、

　

お
子
さ
ん
と
の
時
間
を
も
っ
て

　

み
ま
せ
ん
か
。
母
子
手
帳
を
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　

５
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
45
分
〜
11
時

▼ 

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
手

　

遊
び
や
お
話
を
楽
し
む
時
間
で

す
。
１
か
ら
２
歳
児
が
楽
し
め

る
内
容
で
す
。

　

お
子
さ
ん
は
遊
び
を
楽
し
み
、

お
母
さ
ん
は
交
流
会
で
ホ
ッ
と
す

る
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
申
込
み

は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　

５
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　

　

就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん

▼ 

内
容　

▽ 

親
子
遊
び
を
楽
し
み
、
お
母
さ

　

ん
は
元
気
が
湧
い
て
く
る
交
流

　

会
で
ホ
ッ
と
す
る
時
間
を
持
ち

　

ま
す
。

▽ 

交
流
会
の
間
、
お
子
さ
ん
は
、

遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

▽ 

お
子
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
困
っ

　

た
こ
と
が
あ
れ
ば
個
別
相
談
も
で

　

き
ま
す
。

▼ 

ス
タ
ッ
フ　

　

臨
床
心
理
士
、
保
育
士
、
保
健

師
な
ど

　

福
島
県
臨
床
心
理
士
会
、
福
島

県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
協
力

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼ 

日
時　

５
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　

５
か
ら
６
か
月
児
と
保

　

護
者
６
組

▼ 

内
容　

離
乳
食
初
期
か
ら
中
期

　

に
つ
い
て
、
町
の
栄
養
士
か
ら

　

具
体
的
に
話
を
聞
き
ま
す
。

▼ 

日
時　

５
月
28
日
（
月
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　

今
回
の
募
集
で
登
録
し

　

た
親
子
20
組

▼ 

日
時　

５
月
30
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 
対
象　

就
学
前
の
５
月
生
ま
れ

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
６
組

▼ 
内
容　

身
長
体
重
測
定
や
手
形

　

を
押
し
て
自
分
だ
け
の
誕
生

カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。
大
き
な

ケ
ー
キ
を
囲
ん
で
お
祝
い
を
し

ま
す
。

▼ 

申
込
期
限　

５
月
23
日
（
水
）

新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
雲
の
途
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）
／
奇
妙
な

絵
柄
（
池
永
陽
）
／
サ
ム
ラ
イ
千
年
や
り

ま
し
た
（
岩
井
三
四
二
）
／
猫
弁
（
大
山

淳
子
）／
幸
せ
に
な
る
百
通
り
の
方
法（
萩

原
浩
）
／
玉
村
警
部
補
の
災
難
（
海
堂
尊
）

／
紙
の
月
（
角
田
光
代
）
／
ア
ヒ
ル
キ

ラ
ー
（
木
下
半
太
）
／F

K
U
S
H
IM
A
 

D
A
Y

（
桜
井
亜
美
）
／
一
石
二
鳥
の
敵

討
ち
（
佐
藤
雅
美
）
／
築
地
フ
ァ
ン
ト
ム

ホ
テ
ル
（
翔
田
寛
）
／
不
知
火
の
剣
（
鳥

羽
亮
）
／
ラ
ン
ウ
ェ
イ
☆
ビ
ー
ト
（
原
田

マ
ハ
）
／
歪
笑
小
説
（
東
野
圭
吾
）
／

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
Ｔ
Ｖ
（
水
野
宗
徳
）
／
こ

こ
は
ボ
ツ
コ
ニ
ア
ン
（
宮
部
み
ゆ
き
）
／

相
田
家
の
グ
ッ
ド
バ
イ
（
森
博
嗣
）
／
図

説
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
（
小
林
司
）

／
無
慈
悲
な
昼
食
（
エ
ベ
リ
オ
・
ロ
セ
ー

ロ
）
／
粛
清
（
ソ
フ
ィ
・
オ
ク
サ
ネ
ン
）

閉
じ
こ
も
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
歴
史

と
し
て
の
３
・
11
／
す
ぐ
わ
か
る
戸
籍

の
読
み
方
・
取
り
方
・
調
べ
方
／
巨
人

た
ち
の
本
棚
／
最
新
よ
く
わ
か
る
！
介

※ 新着コーナーには、5月 6日（日）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎62-3375

が
ん
ば
っ
ぺ
！
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま

／K
O
D
O
M
O

新
聞
ニ
ュ
ー
ス
の
こ

と
ば
／
ぼ
く
ら
の
危(

ヤ)

バ
イ
ト
作
戦

／
ほ
ん
と
の
お
お
き
さ
特
別
編 

元
気
で

す
！
東
北
の
動
物
た
ち
／
ご
近
所
の
ム
シ

が
お
も
し
ろ
い
！
／
日
本
一
わ
か
り
や
す

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
教
科
書
／
世
界
に

は
ば
た
く
日
本
力　

日
本
の
マ
ン
ガ
・
ア

ニ
メ
／
う
わ
さ
の
と
ん
で
も
魔
女
商
会
／

カ
リ
ー
ナ
の
り
ん
ご
／
と
っ
て
お
き
の
は

い
く
／
シ
ー
グ
と
拳
銃
と
黄
金
の
謎
／

二
年
間
の
休
暇 

上
・
下
／
ゆ
う
れ
い
の

ま
ち
／
ち
ょ
う
つ
が
い
き
い
き
い
／
と

し
ょ
か
ん
ね
こ
デ
ュ
ー
イ

 『akinoichigo の 簡 単！ 
　　　  絵本のおべんとう』
　稲熊由香／著　大和書房
　赤ずきんちゃんや桃太郎な
ど、皆が知っているお話の「キャ
ラ弁」が作れる一冊です。お出
かけが多くなるこの季節、おべ
んとうでも絵本の世界を楽しん
でみてはいかがでしょうか。

護
保
険
の
し
く
み
と
活
用
法
／
震
災1

年
全
記
録
／
子
連
れ
防
災
手
帖
／
親
子

の
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
15
の
ヒ
ン
ト
／

面
白
く
て
眠
れ
な
く
な
る
物
理
／
肩
コ

リ
解
消
六
四
通
り
／
「
や
め
ら
れ
な
い

心
」
依
存
症
の
正
体
／
手
術
数
で
わ
か

る
い
い
病
院2012

／
寺
社
の
装
飾

彫
刻
／
仮
設
の
ト
リ
セ
ツ
／
誰
か
教
え

て
！
一
生
に
か
か
る
お
金
の
話
／
夏
糸

で
編
む
伝
統
柄
の
あ
み
こ
み
こ
も
の
／

待
ち
つ
づ
け
る
動
物
た
ち
／
世
界
一
わ

か
り
や
す
い
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
の
授
業
／
プ

ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
全
史

akinoichigo の 簡 単！

読
み
物
・
文
芸

実　

用　

書

児　

童　

書
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前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、

相
談
し
た
い
方
も
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

母子手帳・問診票・
バスタオル１枚

母子手帳・問診票・
バスタオル１枚

5月22日（火）
13時集合
保健センター

5月30日（水）
９時集合
町立三春病院

平成24年
1月11日～
2月10日生まれ

平成23年
7月4日～
8月18日生まれ

母子手帳・問診票・
歯ブラシ・コップ・
タオル１枚

5月23日（水）
13時～13時30分受付
保健センター

平成21年
1月21日～
2月15日生まれ

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

を
開
放
し
ま
す
。

【
子
育
て
サ
ロ
ン
】

▼ 

日
時　

５
月
25
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

　

ス
ト
レ
ス
や
悩
み
な
ど
、
心
の

健
康
を
崩
し
て
し
ま
う
要
因
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
子
育
て
や
家

族
関
係
、
職
場
の
人
間
関
係
の
悩

み
な
ど
で
こ
こ
ろ
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
た
り
、
思
春
期
の
不
安
や
ひ

▼ 

場
所　

１
階
ホ
ー
ル

【
食
改
さ
ん
の
お
や
つ
や
さ
ん
】

▼ 

日
時　

５
月
25
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
11
時
〜

▼ 

場
所　

２
階
料
理
講
習
室

▼ 

料
金　

一
家
族
１
０
０
円

▼ 

問　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

　

今
月
は
次
の
と
お
り
献
血
車
が

町
内
を
巡
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時　

５
月
22
日
（
火
）

▼ 

時
間
／
場
所

▽ 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

 （
株
）
芳
三
工
業

▽ 

午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分

　

 

ホ
リ
ス
ト
ン
ポ
リ
テ
ッ
ク（
株
）

▽ 

午
後
３
時
〜
５
時

　

 

三
春
町
役
場

▼ 

問　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

き
こ
も
り
の
悩
み
、
ア
ル
コ
ー
ル

問
題
や
薬
物
依
存
な
ど
で
苦
し
む

方
も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

本
人
や
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
に
専

門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

自
分
や
家
族
で
「
こ
こ
ろ
の
悩

み
」
を
持
つ
方
の
た
め
に
、
町
で

は
専
門
家
に
依
頼
し
て
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
完

全
予
約
制
で
す
。
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
を

ご
希
望
の
方
は
、
保
健
師
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時

　

 

５
月
23
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
〜

▼ 

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

相
談
担
当

　

 

臨
床
心
理
士

▼ 

申
込
・
問　

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

５
１
１
０

　

４
月
28
日
よ
り
始
ま
っ
て
い
る

健
康
診
査
。
受
診
録
の
記
入
は
お
済

み
で
す
か
。
受
診
録
を
見
て「
よ
し
、

今
年
も
行
く
ぞ
！
」
と
準
備
さ
れ
て

い
る
方
、「
今
年
は
ど
う
し
よ
う
か

な
？
」
と
迷
っ
て
い
る
方
、
健
診
に

は
、
メ
リ
ッ
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

特
定
健
診
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼ 

特
定
健
診
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

★ 

病
気
の
芽
を
発
見
で
き
ま
す
。

★ 

自
分
の
健
康
状
態
の
移
り
変
わ

り
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

★
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
危
険
性
の
度
合
い
に
応
じ

て
、
健
診
後
の
ケ
ア
が
充
実
し

て
い
ま
す
。

〜 

今
、
迷
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

　
メ
ッ
セ
ー
ジ 

〜

●
「
忙
し
く
て
…
」
と
い

　

う
方
へ

　
つ
い
つ
い
自
分
の
こ

と
は
後
回
し
、
し
か
し

そ
ん
な
と
き
ほ
ど
、
あ

な
た
が
健
康
で
あ
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
、
年

に
一
回
は
、
家
族
に
協

力
し
て
も
ら
っ
て
、
健

診
の
時
間
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

●
「
わ
た
し
は
元
気
！

　
大
丈
夫
。」
と
い
う
方

　
へ

　
自
覚
症
状
な
く
進
む

の
が
、
生
活
習
慣
病
の
怖
い
と
こ

ろ
で
す
。
元
気
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、

早
期
発
見
も
可
能
で
す
。

●
「
健
診
っ
て
な
ん
だ
か
、
め
ん

　
ど
う
。」
と
い
う
方
へ

　
わ
ざ
わ
ざ
時
間
を
つ
く
っ
て
出

か
け
る
の
は
、
確
か
に
ち
ょ
っ
と

め
ん
ど
う
で
す
が
、
こ
の
ひ
と
手

間
が
、
５
年
、
10
年
後
も
元
気
で

い
ら
れ
る
た
め
の
保
険
に
な
り
ま

す
。
身
体
の
状
態
は
年
々
変
化
し

ま
す
。
一
回
行
っ
て
大
丈
夫
だ
っ

た
と
い
う
方
も
、
毎
年
継
続
し
て

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　
　
　

  

☎
62-

５
１
１
０

実施日

   

会場 対象地区

5月  1日（火）

5月  2日（水）

5月  7日（月）

5月  8日（火）

5月  9日（水）

5月10日（木）

5月11日（金）

5月14日（月）

5月15日（火）

5月20日（日）

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

要田交流館大平荘

八島台集会所

中妻地区公民館

沢石会館

沢石会館

保健センター

荒町

八幡町

大町・北町

新町

北成田・南成田・庄司・熊耳

八島台

鷹巣・斎藤・沼沢・西方

実沢

青石・富沢

県民健康管理調査健診

◆ ５月総合集団健診日程

※ ６月は 11日（月）から始まります。
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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
に

伴
い
、
住
宅
な
ど
の
財
産
に
つ
い

て
、
お
お
む
ね
２
分
の
１
以
上
の

　

平
成
23
年
度
は
東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
よ
り
課
税
を
延
期
し
ま

し
た
が
、
平
成
24
年
度
は
、
５
月

31
日
（
木
）
を
納
期
限
と
し
て
課

税
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
（
午

前
０
時
）
現
在
で
運
輸
支
局
の
登
録

名
義
人
で
あ
る
所
有
者
（
割
賦
販
売

に
よ
る
購
入
の
場
合
は
使
用
者
）
が

　

ご
自
分
の
所
有
す
る
土
地
・
家

屋
の
価
格
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

縦
覧
期
間　
５
月
31
日
（
木
）
ま
で

※ 

日
曜
日
の
午
後
０
時
以
降
、
土

　

曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
。

▼ 

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼ 

場
所　

役
場
１
階 

税
務
窓
口
カ

　

ウ
ン
タ
ー

▼ 

縦
覧
で
き
る
人　

固
定
資
産
税
の

　

納
税
者
お
よ
び
納
税
者
の
委
任

　

状
を
持
参
し
た
人
（
縦
覧
さ
れ

　

る
方
は
、
免
許
証
な
ど
の
本
人

　

確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。）

▼ 

問　

税
務
課 

課
税
グ
ル
ー
プ

　
 　

　

☎
62-

８
１
２
７

　

福
島
県
で
は
、
車
い
す
マ
ー
ク

の
あ
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
適
正
利

用
を
図
る
た
め
、
介
護
認
定
を
受

け
た
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
妊
産

婦
な
ど
に
対
し
「
お
も
い
や
り
駐

車
場
利
用
証
」
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
近
隣
の
県
と
の
相
互
利
用
に

つ
い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
福
島

県
を
含
む
26
府
県
で
利
用
証
が
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

利
用
で
き
る
府
県

　

岩
手
県
・
山
形
県
・
茨
城
県
・

栃
木
県
・
群
馬
県
・
新
潟
県
・
福

井
県
・
京
都
府
・
兵
庫
県
・
鳥
取
県
・

島
根
県
・
岡
山
県
・
広
島
県
・
山

口
県
・
徳
島
県
・
香
川
県
・
愛
媛
県
・

高
知
県
・
福
岡
県
・
佐
賀
県
・
長

崎
県
・
熊
本
県
・
大
分
県
・
宮
崎
県
・

鹿
児
島
県

▼ 

問　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
62-

３
１
６
６

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。（
た
だ
し
、一
部
取
り
扱
っ

て
い
な
い
店
舗
も
あ
り
ま
す
。）

　

納
税
通
知
書
は
５
月
上
旬
に
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
転
居
な
ど
に

よ
り
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★ 

自
動
車
税
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
障
が

い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
さ
れ

る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
納
税
義

務
者
の
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
が

減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
５
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　

県
中
地
方
振
興
局

　

県
税
部
課
税
第
二
課 

　

 

☎
０
２
４-

９
３
５-

１
２
６
１

　

４
月
11
日
に
、
三
春
町
役
場
に

「
平
成
24
年
度
三
春
町
防
霜
対
策

本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
降
霜

被
害
対
策
期
間
は
４
月
11
日
か
ら

５
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

翌
朝
の
予
想
最
低
気
温
が
＋

２
℃
以
下
の
と
き
霜
注
意
報
が
発

令
さ
れ
ま
す
。
霜
の
被
害
が
予
想

さ
れ
る
時
は
保
温
や
加
温
の
対
策

を
取
り
ま
し
ょ
う
。
今
年
は
原
発

事
故
の
影
響
も
あ
り
、
次
の
こ
と

に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

保
温
の
た
め
に
被
覆
材
の
ベ
タ

掛
け
を
す
る
場
合
、
使
用
す
る

資
材
は
平
成
23
年
の
原
発
事
故

の
際
に
、
３
月
か
ら
６
月
頃
ま

で
屋
外
に
あ
っ
た
も
の
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

そ
れ
以
外
の
物
で
も
ベ
タ
掛
け

を
し
た
作
物
は
出
荷
前
に
自
主

検
査
を
行
い
、
安
全
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▼ 

加
温
の
た
め
に
古
タ
イ
ヤ
を
燃

や
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
煙
な
ど
で
の
周
囲
の
環
境

汚
染
が
な
い
燃
焼
資
材
の
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
は
剪
定
枝
を
燃
焼
材
と
し

て
利
用
し
な
い
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
燃
や
す
と
付
着
し
て
い

る
放
射
性
物
質
が
濃
縮
さ
れ
て

残
り
、
ま
た
、
周
囲
に
も
拡
散

さ
れ
ま
す
。
剪
定
枝
は
シ
ー
ト

な
ど
で
覆
っ
て
仮
置
き
し
て
く

だ
さ
い
。

▼ 

霜
の
降
り
た
日
は
天
気
が
よ
い

こ
と
が
多
く
、
ハ
ウ
ス
内
の
温

度
が
急
激
に
上
が
り
ま
す
。
温

度
調
節
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

凍
霜
害
に
あ
っ
た
作
物
は
急
激

に
と
か
す
と
細
胞
が
壊
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
遮
光
幕
を
使
う
な

ど
、
ゆ
っ
く
り
と
と
か
す
工
夫

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

霜
の
被
害
に
あ
っ
た
ら
役
場
産

　

業
課
内
の
防
霜
対
策
本
部
に
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　

産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
１
２

損
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
本
人

か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
国
民
年

金
保
険
料
が
全
額
免
除
に
な
り
ま

す
（
平
成
23
年
２
月
か
ら
平
成
24

年
６
月
ま
で
の
期
間
の
う
ち
厚
生

労
働
省
が
必
要
と
認
め
る
期
間
の

保
険
料
が
該
当
）。

　

こ
の
被
災
に
伴
う
免
除
申
請
期

間
は
、
平
成
24
年
３
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
申
請
期
間

が
平
成
24
年
６
月
末
ま
で
に
延
長

に
な
り
ま
し
た
（
学
生
納
付
特
例

申
請
は
除
く
）。

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書

に
り
災
証
明
書
（
写
）
や
被
災
状

況
届
（
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申

請
用
）
を
添
付
し
、
役
場
窓
口
ま

た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
を
受
け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
年
金
額
に
、
納
付
し
た
場

合
と
比
べ
２
分
の
１
の
額
で
反
映

さ
れ
ま
す
。
免
除
承
認
さ
れ
た
期

間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
追
納
申
出
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
納
付
（
追
納
）
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

▼ 

問
▽ 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

☎
０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

▽ 

日
本
年
金
機
構　

郡
山
年
金
事
務
所

　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

▽ 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

８
１
２
６
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◆ 

森
林
の
土
地
所
有
者
の
届

　

出
制
度

◎ 

森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と
き

　

に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

森
林
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
24

年
４
月
以
降
に
森
林
（
※
）
の
土

地
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
、
そ
の

土
地
が
あ
る
市
町
村
長
へ
の
事
後

届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

※ 

都
道
府
県
が
作
成
す
る
地
域
森

　

林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

　

森
林
で
す
。
登
記
上
の
地
目
に

　

よ
ら
ず
、
取
得
し
た
土
地
が
森

　

林
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
と
き

　

に
は
届
出
の
対
象
と
な
る
可
能

　

性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

▼ 

届
出
対
象
者　

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買

や
相
続
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地

を
新
た
に
取
得
し
た
方
は
、
面
積

に
か
か
わ
ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
国
土

利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買

契
約
の
届
出
を
し
て
い
る
方
は
対

象
外
で
す
。

▼ 

届
出
期
間　

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地

の
あ
る
市
町
村
長
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

次
の
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格

所
得
基
準
に
よ
る
家
賃
月
額
に
な

り
ま
す
。
敷
金
は
、
家
賃
の
３
か

月
分
で
す
。
家
賃
と
は
別
に
、
駐

車
場
使
用
料
（
駐
車
場
有
り
の
場

合
）、
共
益
費
、
給
湯
器
・
浴
槽
リ
ー

ス
代
、
組
費
な
ど
の
負
担
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 

同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
・
内

　

縁
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

※ 

か
い
や
ま
団
地
に
つ
い
て
は
、

　

単
身
者
で
あ
る
こ
と
。

～

～

※ 駐車場使用料は１か月 2,000 円です。

※ 駐車場使用料は１か月 2,000 円です。

▼ 
問　

建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
役
場
３
階
）

　

 　

   
☎
62-

２
１
１
３

＜ 公 営 住 宅 ＞

＜特定公共賃貸住宅＞

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　

る
こ
と
。

▽ 

公
営
住
宅

・
一
般
世
帯

　

月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
以
下

・
裁
量
階
層
世
帯
（
高
齢
者
、
障

　

が
い
者
な
ど
の
世
帯
）

　

月
額
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

▽ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
（
た

　

だ
し
、
若
年
の
単
身
者
の
方
で

　

所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
方

　

に
つ
い
て
は
12
万
３
千
円
）
以

　

上
、
48
万
７
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と

▼ 

受
付
期
間　

５
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　
　

   

〜
５
月
10
日
（
木
）

▼ 
申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の
う

え
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

▽ 

公
営
住
宅

　

入
居
の
申
込
み
を
受
理
し
た
件

数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者

選
考
委
員
会
を
開
催
し
決
定
し
ま

す
。

▽ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

▼ 
４
月
、
５
月
は
春
の
農
作
業
安

全
重
点
推
進
期
間
で
す
。
天
候

の
不
順
や
災
害
の
影
響
で
、
田

畑
の
状
態
が
不
安
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。
農
地
の
状
態
を
確
認

し
て
か
ら
作
業
を
進
め
て
く
だ

さ
い
。

▼ 

毎
年
４
０
０
人
も
の
方
が
、
農

作
業
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
死
亡
事
故
原
因
で
一
番

多
い
の
は
ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
転

倒
、
転
落
で
す
。
安
全
キ
ャ

ブ
・
フ
レ
ー
ム
を
付
け
た
ト
ラ

ク
タ
ー
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
余

裕
の
あ
る
作
付
計
画
を
た
て
、

路
肩
や
農
地
の
土
手
ぎ
わ
に
は

寄
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
道
路

か
ら
圃
場
へ
の
進
入
路
は
無
理

の
な
い
広
さ
や
傾
斜
を
取
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
管
理
機
や

刈
払
い
機
は
、
決
め
ら
れ
た
手

順
や
向
き
で
操
作
を
行
い
、
カ

バ
ー
や
安
全
器
具
は
必
ず
付
け

て
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

高
齢
の
農
業
者
の
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。
無
理
を
せ
ず
、
余

裕
を
も
っ
た
計
画
を
立
て
て
く

だ
さ
い
。
ケ
ガ
や
体
調
不
良
を

防
ぐ
た
め
に
作
業
に
適
し
た
服

装
と
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
帽
子
、

手
袋
、
長
靴
と
い
っ
た
体
を
守

る
も
の
を
身
に
つ
け
、
休
憩
や

水
分
を
と
り
な
が
ら
の
作
業
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

作
業
が
終
わ
っ
た
ら
顔
や
手
な

ど
外
に
出
て
い
た
部
分
、
ホ
コ

リ
や
泥
の
付
い
た
部
分
を
十
分

に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　

産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
１
２

平成24年農作業完全確認運動
ステッカー

　

先
着
順
に
申
込
受
付
お
よ
び
入

居
資
格
の
審
査
を
し
、
募
集
戸
数

に
達
し
た
時
点
で
申
込
受
付
を
終

了
し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定
時
期　

　

平
成
24
年
６
月

▼ 

募
集
す
る
団
地

28



▼ 

届
出
事
項　

　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所

有
者
の
住
所
・
氏
名
、
所
有
者
と

な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移
転
の

原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・
面
積

と
と
も
に
、
土
地
の
用
途
な
ど
を

記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類
と
し
て
、

登
記
事
項
証
明
書
（
写
し
も
可
）、

ま
た
は
土
地
売
買
契
約
書
な
ど
権

利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書

類
の
写
し
、
土
地
の
位
置
を
示
す

図
面
が
必
要
で
す
。

◆ 

伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の
造

　

林
の
届
出
制
度

◎ 

森
林
の
伐
採
に
は
届
出
が
必
要

　

で
す
。

　

森
林
の
伐
採
を
す
る
際
に
は
、

森
林
法
に
よ
り
事
前
の
届
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

森
林
の
伐
採
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
い
て

適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
で
す
。
ま
た
、
森
林
の
資
源
量

を
把
握
す
る
上
で
も
必
要
な
も
の

で
す
。
森
林
の
伐
採
を
し
よ
う
と

す
る
方
は
、
伐
採
す
る
前
に
必
ず

森
林
の
所
在
す
る
市
町
村
へ
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

届
出
の
対
象
と
な
る
森
林

　

届
出
す
る
必
要
が
あ
る
森
林

は
、
民
有
林
の
大
部
分
で
す
。
伐

採
す
る
目
的
や
樹
種
（
木
の
種

類
）、
主
伐
・
間
伐
、
面
積
な
ど
に

か
か
わ
ら
ず
届
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
保
安
林
や
林
地
開
発
な
ど

一
部
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
別
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼ 

届
出
対
象
者　

　

森
林
所
有
者
、
ま
た
は
実
際
に

伐
採
を
す
る
人
な
ど
が
届
出
を
し

ま
す
。

▼ 

届
出
期
間　

　

伐
採
を
開
始
す
る
日
の
90
日
か

ら
30
日
前
ま
で
で
す
。

▼ 

届
出
事
項　

　

届
出
書
に
は
、
森
林
の
所
在
場

所
、
伐
採
面
積
、
伐
採
期
間
、
伐

採
の
方
法
な
ど
を
記
載
し
ま
す
。

▼ 
問　

産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
１
２

　

今
年
も
各
地
区
巡
回
に
よ
る
集

合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
ど
の
会

場
で
も
自
由
に
予
防
注
射
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
狂
犬
病
を

予
防
す
る
た
め
、
予
防
注
射
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼ 

登
録
済
み
の
方

　

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

当
日
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼ 

料
金

▽ 

注
射
料 

２
、５
５
０
円

▽ 

注
射
済
票
交
付
手
数
料　
　

  
 

５
５
０
円

▽ 

合
計
料
金 

３
、１
０
０
円

▼ 

登
録
を
し
て
い
な
い
方

　

集
合
注
射
会
場
で
登
録
が
で
き

ま
す
。（
登
録
料
と
し
て
右
記
の

料
金
の
ほ
か
に
３
、０
０
０
円
か

か
り
ま
す
。）

▼ 

そ
の
他

　

 

今
回
の
集
合
注
射
で
予
防
注
射

を
受
け
な
か
っ
た
場
合
は
、
動
物

病
院
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
犬
の
鑑
札
お
よ
び
注
射

済
票
の
交
付
は
、「
さ
く
ら
動
物

病
院
」
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

従
来
ど
お
り
獣
医
が
発
行
す
る

証
明
書
を
役
場
１
階
住
民
課
窓
口

へ
持
参
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で

す
。

▼ 

問　

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
４
７

南成田集会所

沢石会館

要田交流館大平荘

ＪＡたむらプラント跡地（中尾ガソリンスタンド斜め向い）

山田集会所

旧ＪＡたむら岩江支所前

下舞木集会所

ＪＡたむら御木沢センター

鷹巣公民館

中郷地区交流館

蛇石集会所

貝山集会所

八島台集会所

三春町役場（さわやかトイレ前）

期　　日

   9：00  ～  10：00

10：20  ～  11：50

12：50  ～  13：50

14：10  ～  15：10

   9：00  ～  10：10

10：30  ～ 12：00

 13：00  ～ 15：00

 9：00  ～ 10：00

10：30  ～  12：00

13：00  ～  13：50

14：00  ～  15：00

  9：00  ～  10：10

10：30  ～  12：00

13：00  ～  15：00

時　　間 集合注射会場

5月12日（土）

5月13日（日）

5月26日（土）

5月27日（日）

◆ 狂犬病予防注射日程表

※ 昨年度と会場が変更になっている地区がありますのでご注意ください。
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町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

国
家
公
務
員
「
税
務
職
員
採
用
試
験
」（
高
校
卒

　
業
程
度
）
の
お
知
ら
せ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

税
務
職
員
は
、
国
の
財
政
を
支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
国
税
局
や

税
務
署
に
お
い
て
、
調
査
・
徴
収
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
で
す
。

▼ 

受
験
資
格　

▽ 

試
験
年
度
の
４
月
１
日
に
お
い
て
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

　

校
を
卒
業
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び

　

試
験
年
度
の
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

　

る
見
込
み
の
者

▽ 

人
事
院
が
右
記
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

▼ 

受
験
申
込
受
付
期
間　

▽ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間　

６
月
26
日（
火
）〜
７
月
５
日（
木
）

▽ 

郵
送
・
持
参
申
込
受
付
期
間　

７
月
２
日
（
月
）
〜
７
月
10
日
（
火
）

※ 

受
付
最
終
日
の
通
信
日
付
印
有
効

● 

三
春
幼
稚
園 

光
の
子
保
育
園
ト
ピ
ッ
ク

○ 

親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ

　

親
子
で
い
っ
し
ょ
に
お
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

　

保
護
者
の
方
や
地
域
の
方
々
と
わ
い
わ
い
交
流
し
な
が
ら
、
子
育
て
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
も
楽
し
い
で
す
よ
。

▼ 

日
時　

５
月
19
日
（
土
）　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

▼ 

場
所　

三
春
幼
稚
園 

▼ 

講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
つ
く
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
県
中
地
域
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　

 

早
川
里
佳
氏

▼ 

対
象
者　

就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者 

※ 

事
前
に
三
春
幼
稚
園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

参
加
費　

３
０
０
円

▼ 

申
込
期
限　

５
月
７
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問　

三
春
幼
稚
園
・
光
の
子
保
育
園 

☎
62-

２
５
４
８

　
「
広
報
み
は
る
４
月
号
」
の
中

で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
し
て
次
の
と
お
り
訂
正
い
た

い
ま
す
。

① 

10
ペ
ー
ジ
「
三
春
の
教
育
情
報

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　

中
郷
小
学
校
校
長
名

▼ 

誤　

大
竹　

克
己

▼ 

正　

大
塚　

克
己

② 

13
ペ
ー
ジ
「
こ
ど
も
予
防
接
種

　

カ
レ
ン
ダ
ー
」

　

町
立
三
春
病
院
の
実
施
日
時
（
曜
日
）

▼ 

誤　

小
児
科
（
中
学
生
以
下
）

　

水 

午
前
・
金 

午
前 

▼ 

正　

小
児
科
（
中
学
生
以
下
）

　

水 

午
前
・
土 

午
後

　

夫
婦
が
と
も
に
助
け
合
い
、
力

を
合
わ
せ
て
良
き
家
庭
を
築
き
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
労
苦

に
対
し
、
県
内
で
金
婚
式
（
50
年
）

を
迎
え
た
夫
婦
全
組
に
表
彰
状
・

記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
と
お

り
で
す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼ 

対
象
者　

　

昭
和
37
年
１
月
１
日
か
ら
同
年

12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
し
た
夫
婦

全
組
を
対
象
と
し
ま
す
。
ま
た
、

前
回
ま
で
に
届
け
出
も
れ
の
あ
っ

た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法　

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

役
場
住
民
課
、
三
春
町
福
祉
会
館
、

各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
の

い
ず
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
期
限　

６
月
29
日
（
金
）

▼ 

表
彰
日
時　

日
程
が
決
ま
り
次

　

第
、
申
し
込
み
さ
れ
た
方
々
へ

　

直
接
連
絡
し
ま
す
。

▼ 

主
催　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

　

合
会
、
福
島
民
報
社

▼ 

後
援 

福
島
県
、
福
島
県
市
長

　

会
、
福
島
県
町
村
会

▼ 

問　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎
62-

３
１
６
６

　

福
島
県
で
は
、
被
害
者
の
皆
様

を
支
援
す
る
た
め
、
福
島
県
弁
護

士
会
と
連
携
し
、
弁
護
士
に
よ
る

法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼ 

期
日　
５
月
９
日
・
23
日
・
30
日
、

　

６
月
６
日
・
13
日
・
20
日

　
（
す
べ
て
水
曜
日
）

※ 

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼ 

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※ 

う
ち
相
談
時
間
は
30
分

▼ 

場
所　
郡
山
合
同
庁
舎
第
５
会
議
室

　
（
郡
山
市
麓
山
１
丁
目
１
番
１
号
）

▼ 

相
談
料　

無
料

▼ 
そ
の
他　

巡
回
法
律
相
談
は
県

　

内
各
地
で
実
施
し
て
い
ま
す
の

　

で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

▼ 

問
・
事
前
予
約
先

　

原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
県
窓
口

　

０
２
４-

５
２
３-
１
５
０
１
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◆ 申込・問　総務課 企画情報グループ ☎ 62-8125

　台風 ･集中豪雨による風水害にあわせて、近年は、局地的大雨によ
る急激な増水から、建物への浸水被害などがたびたび起きています。
　被害を少なくするため、日ごろから備えておきましょう。
《早めの避難が命を救う》
● 避難場所の位置や、避難経路を日ごろから確認する。
● 避難勧告 ･避難指示などが発令された場合は、すぐに安全な場所
　に避難する。
● 気象情報などをチェックし、危険と思われる場合は速やかに避難する。
《高齢者などの被災を減らすために》
● 高齢者や障がい者など災害時要援護者が、迅速 ･安全に避難でき
　るよう、地域での助け合いの体制を構築する。
《被害を減らすために》
● 非常持出品をすぐに持ち出せるようにしておく。
● 自宅が孤立しても生活できるよう、水 ･食料品などの非常備蓄品
　を備えておく。

◆ 問い合わせ先　田村消防署 三春分署 ☎ 62-4049

渡邉 碧
みの り

紀ちゃん（１歳 9か月）
「これからも笑顔でいっぱいで遊ぼうね！」

● 

第
17
回
三
春
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

昨
年
は
大
震
災
の
影
響
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
三
春
オ
ー

プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。本
大
会
は
、町
内
に
お
住
ま
い
の
方
々

お
よ
び
町
内
に
勤
務
し
て
い
る
方
々
が
年
に
一
度
の
ゴ
ル
フ
大
会
を
通
じ

て
親
睦
を
図
る
大
会
で
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
仮
設
住
宅
に
避
難
さ
れ
て
い
る
富
岡
町
、
葛
尾
村
の
18

歳
以
上
（
男
女
問
わ
な
い
）
の
住
民
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　

６
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
ス
タ
ー
ト

▼ 

場
所　

安
達
太
良
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
☎
０
２
４
３-

24-

２
１
１
１

▼ 
参
加
費　

３
、０
０
０
円

▼ 
親
睦
会
費　

３
、０
０
０
円

※ 
午
後
６
時
か
ら
若
松
屋
旅
館
に
て
表
彰
式
、
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

▼ 

プ
レ
ー
費　

セ
ル
フ
７
、０
０
０
円　

キ
ャ
デ
ィ
付
１
０
、５
０
０
円

　
　
　
　
　
　

 （
食
事
、
飲
み
物
別
）

▼ 

競
技
方
法　
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア 

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
オ
ー
ル
６
イ
ン
チ

▼ 

申
込
期
限　

５
月
25
日
（
金
）

※ 

参
加
費
を
添
え
て
、
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

そ
の
他　

当
日
欠
席
の
場
合
は
、
参
加
費
・
懇
親
会
費
を
返
却
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
希
望
の
組
合
せ
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
そ
の
旨
を
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。
４
人
１
組
で
お

申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼ 

申
込
・
問　

郡
山
信
用
金
庫
三
春
支
店
（
担
当 

佐
藤
・
武
藤
）

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

２
１
０
５

▼ 

受
験
申
込　

▽ 

受
験
申
込
は
、
人
事
院
あ
て
に
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込
み
を

　

し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス　

　

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/juken.htm

l

▽ 

郵
送
ま
た
は
持
参
す
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第

二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局
へ
受
験
申
込
書
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　

人
事
院
東
北
事
務
局　

　

 　
　

☎
０
２
２-

２
２
１-

２
０
２
２

　
　
　

 

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課　

試
験
研
修
係

　
　
　

 

☎
０
２
２-

２
６
３-

１
１
１
１　

内
線
３
２
３
６
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受診の際には、健康保険証を忘れずにご持参ください。

福島県医師会　http://www.fukushima.med.or.jp
田村医師会　　http://www.tma.or.jp/

※ 今月号の現住人口から平成 22年 10月 1日に行われた国勢調査の人口を基に、届出による転入、転出、出生、死亡などを加減し
　たもので表しました。したがって、前回までの公表の人口とは差が生じますのでご了承ください。国勢調査後の現住人口がお知
　りになりたい場合は、住民課住民グループまでご連絡ください。

広
報
み
は
る

2012.5
№
990

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 22 ページに掲載しています。5月の行事カレンダー

※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
（
19
時
ま
で
）、
毎
週
日
曜
日
（
８
時
30
分
〜
12
時
）

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～
～
～

～
～

～
～

～
～
～

～
～

～
～

～
～
～

～

～
～
～

～
～

～
～
～
～ ～

～

～
～
～

～
～
～

５

① 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売しています。
② 車内中吊り広告募集中です。詳細はお問い合わせく
　ださい。
③ ５日はルートを変更して運行します。

今月のバス運休日：3・4・6・13・20・27 日

マーク は、町営バス「さくら号」の運休日です。

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎62-2147


